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議案



議案 議案第 号

令和４年度寝屋川市水道事業会計予算

（総 則）

第１条 令和４年度寝屋川市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 水 道 事 業 収 益 千円

第１項 営 業 収 益 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円

第３項 特 別 利 益 千円

支 出

第１款 水 道 事 業 費 千円

第１項 営 業 費 用 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円

第３項 特 別 損 失 千円

第４項 予 備 費 千円

⑴ 給 水 戸 数 戸

⑵ 年 間 総 給 水 量 ｍ

⑶ １ 日 平 均 給 水 量 ｍ

⑷ 主 な 建 設 改 良 事 業

施 設 等 整 備 事 業 事業費 千円
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（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額 千円は消費税及び地方消費税資本的収支調整額

千円、損益勘定留保資金 千円で補てんするものとする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 千円

第１項 企 業 債 千円

第２項 他 会 計 出 資 金 千円

第３項

第４項

工 事 負 担 金

固定資産売却代金

千円

千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

水道メーター検針・水道料金等徴収業務委託
令和５年度から

令和９年度まで
千円

送配水施設等運転管理業務委託
令和５年度から

令和９年度まで
千円

旧取水施設撤去事業

（取水口）
令和５年度 千円

経年管更新事業

（平池町地区外４路線）

令和４年度から

令和５年度まで
千円
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（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額 千円は消費税及び地方消費税資本的収支調整額

千円、損益勘定留保資金 千円で補てんするものとする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 千円

第１項 企 業 債 千円

第２項 他 会 計 出 資 金 千円

第３項

第４項

工 事 負 担 金

固定資産売却代金

千円

千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

水道メーター検針・水道料金等徴収業務委託
令和５年度から

令和９年度まで
千円

送配水施設等運転管理業務委託
令和５年度から

令和９年度まで
千円

旧取水施設撤去事業

（取水口）
令和５年度 千円

経年管更新事業

（平池町地区外４路線）

令和４年度から

令和５年度まで
千円

（企業債）

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

施設等整備

事 業
千円

普通貸借（証

書借入）又は

証券発行の

方法により

政府その他

から起債す

る。

年

％

以 内

借入の日から 年以内（内据置５

年以内）に元利均等償還、元金均

等償還によって年賦又は半年賦償

還をする。ただし、借入先の融通

条件がある場合、その条件に従う

ことができる。また企業財政の都

合により償還期限及び据置期間を

短縮し、もしくは繰上償還又は低

利に借換えることができる。

合 計 千円

（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は、 千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。

⑴ 営業外費用に計上した消費税及び地方消費税に係る予算額不足を生じた場合におけ

る同一款内での各項間の流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければなら

ない。

⑴ 職 員 給 与 費 千円
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令和４年２月 日 提出

寝屋川市長 広 瀬 慶 輔

（目）原水及び条水費の材料費（直購入分） 円は課税扱いのため
入れない

（目）配水及び給水費
材料費（貯蔵品出庫分）： 円×
材料費（直購入分）：課税扱いのため入れない

（目）受託工事費
給水管補修材料費（貯蔵品出庫分）： 円×
（目）その他営業費用

材料売却原価： 円×
（計） 円
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令和４年２月 日 提出

寝屋川市長 広 瀬 慶 輔

（目）原水及び条水費の材料費（直購入分） 円は課税扱いのため
入れない

（目）配水及び給水費
材料費（貯蔵品出庫分）： 円×
材料費（直購入分）：課税扱いのため入れない

（目）受託工事費
給水管補修材料費（貯蔵品出庫分）： 円×

（目）その他営業費用

材料売却原価： 円×
（計） 円

  

  

  

予 算 に 関 す る 説 明 書 
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予 定 額 備　　考

水 道
事業収益

営 業 収 益

給 水 収 益 水道料金

受 託 工 事 収 益
給水装置の新設及び改造
工事、配水管工事収益

そ の 他 営 業 収 益
竣工検査、設計審査手数
料、下水道使用料徴収事
務負担金等

営業外収益

受 取 利 息 預金等利息

加 入 金
給水装置の新設、増口径
に係る加入金

長 期 前 受 金 戻 入 繰延収益の償却

雑 収 益 行政財産使用料等

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 固定資産売却に係る収益

令和４年度寝屋川市水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出

(単位：千円)

款 項 目

　[収　入]
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予 定 額 備　　考

水 道
事業収益

営 業 収 益

給 水 収 益 水道料金

受 託 工 事 収 益
給水装置の新設及び改造
工事、配水管工事収益

そ の 他 営 業 収 益
竣工検査、設計審査手数
料、下水道使用料徴収事
務負担金等

営業外収益

受 取 利 息 預金等利息

加 入 金
給水装置の新設、増口径
に係る加入金

長 期 前 受 金 戻 入 繰延収益の償却

雑 収 益 行政財産使用料等

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 固定資産売却に係る収益

令和４年度寝屋川市水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出

(単位：千円)

款 項 目

　[収　入]

予 定 額 備　　考

水 道
事 業 費

営 業 費 用

原 水 及 び 浄 水 費
配水池等の作業費及び維
持費用、動力費、薬品
費、受水費等の事業費用

配 水 及 び 給 水 費
送配水管設備の維持管理
に要する費用

受 託 工 事 費
給水装置、設備等の新設、
水道管の移設等受託工事費
用

業 務 費
検針、水道料金調定、徴
収、収納業務に要する費
用

総 係 費
事業活動の全般に関連す
る費用

減 価 償 却 費 固定資産減価償却費用

資 産 減 耗 費 固定資産除却費用

営業外費用

支 払 利 息
企業債及び一時借入金の
利息

雑 支 出 過年度加入金還付金等

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

消費税及び地方消費税

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 固定資産売却に係る損失

そ の 他 特 別 損 失
旧取水施設撤去事業（取水
口）、固定資産除却費用

予 備 費

予 備 費 予備費

　[支　出]
(単位：千円)

款 項 目
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予 定 額 備　　考

資本的収入

企 業 債

企 業 債 施設等整備事業債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 出 資 金
繰出基準に基づく一般
会計からの出資金

工 事 負 担 金

工 事 負 担 金 消火栓設置工事負担金

固 定 資 産
売 却 代 金

固 定 資 産
売 却 代 金

固定資産売却代金

資本的収入及び支出

　[収　入]
(単位：千円)

款 項 目
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予 定 額 備　　考

資本的収入

企 業 債

企 業 債 施設等整備事業債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 出 資 金
繰出基準に基づく一般
会計からの出資金

工 事 負 担 金

工 事 負 担 金 消火栓設置工事負担金

固 定 資 産
売 却 代 金

固 定 資 産
売 却 代 金

固定資産売却代金

資本的収入及び支出

　[収　入]
(単位：千円)

款 項 目 予 定 額 備　　考

資本的支出

建 設 改 良 費

事 務 費
建設改良事業等に要す
る事務費

施 設 等 整 備 費 整備事業費

配 水 設 備 費 配水設備改良費

営 業 設 備 費
貸付及び取替に要する
量水器費

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金 企業債元金償還金

　[支　出]
(単位：千円)

款 項 目
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(単位：千円)

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

　  　当年度純利益

　  　減価償却費

　 　 資産減耗費

　 　 引当金の増減額（△は減少）

　　  貸倒引当金の増減額（△は減少）

 　 　長期前受金戻入額 △ 35,255

 　 　受取利息 △ 5,587

 　 　支払利息

   　 未収金の増減額（△は増加）

   　 前払金の増減額（△は増加）

　 　 未払金の増減額（△は減少） △ 26,428

　  　固定資産売却損益

　 　 その他流動負債の増減額

　　　小計

　　  利息の受領額

　　  利息の支払額 △ 122,700

　　　業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

　    有形固定資産の取得による支出 △ 1,192,569

　    有形固定資産の売却による収入

　　　無形固定資産の取得による支出

　 　 工事負担金等による収入

　　  貸付による支出 △ 3,500,000

　　  貸付金の回収による収入

    　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,161,042

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　  建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

　　  建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 569,487

　　　一般会計からの出資による収入

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　資金増加額 △ 239,090

　　資金期首残高

　　資金期末残高

令和４年度寝屋川市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）

(令和４年４月１日から令和５年３月31日まで)
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(単位：千円)

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

　  　当年度純利益

　  　減価償却費

　 　 資産減耗費

　 　 引当金の増減額（△は減少）

　　  貸倒引当金の増減額（△は減少）

 　 　長期前受金戻入額 △ 35,255

 　 　受取利息 △ 5,587

 　 　支払利息

   　 未収金の増減額（△は増加）

   　 前払金の増減額（△は増加）

　 　 未払金の増減額（△は減少） △ 26,428

　  　固定資産売却損益

　 　 その他流動負債の増減額

　　　小計

　　  利息の受領額

　　  利息の支払額 △ 122,700

　　　業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

　    有形固定資産の取得による支出 △ 1,192,569

　    有形固定資産の売却による収入

　　　無形固定資産の取得による支出

　 　 工事負担金等による収入

　　  貸付による支出 △ 3,500,000

　　  貸付金の回収による収入

    　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,161,042

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　  建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

　　  建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 569,487

　　　一般会計からの出資による収入

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　資金増加額 △ 239,090

　　資金期首残高

　　資金期末残高

令和４年度寝屋川市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）

(令和４年４月１日から令和５年３月31日まで)

特別職 一般職 報酬 給料 手当
賞与引当金

繰入額
計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△1)△1 △ 11,201 △ 3,171 △ 1,111 △ 15,483 △ 3,382 △ 212 △ 2,640 △ 21,717

(　　)内は、短時間勤務職員（再任用職員、会計年度任用職員）で外書き

地域手当 扶養手当
管理職
手当

住居手当 期末手当 勤勉手当 通勤手当
管理職員特
別勤務手当

時間外
勤務手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本 年 度

前 年 度

比　　較 △ 1,225 △ 2,243 △ 1,833 △ 587

　ア　会計年度任用職員以外の職員

特別職 一般職 報酬 給料 手当
賞与引当金

繰入額
計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(△1)△1 △ 11,402 △ 3,150 △ 1,111 △ 15,663 △ 3,015 △ 212 △ 2,640 △ 21,530

(　　)内は、短時間勤務職員（再任用職員）で外書き

地域手当 扶養手当
管理職
手当

住居手当 期末手当 勤勉手当 通勤手当
管理職員特
別勤務手当

時間外
勤務手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本 年 度

前 年 度

比　　較 △ 1,225 △ 2,311 △ 1,833 △ 498

　イ　会計年度任用職員

報酬 給料 手当
賞与引当金

繰入額
計

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 21 △ 367 △ 187

(　　)内は、短時間勤務職員で外書き

期末手当 通勤手当

（千円） （千円）

本 年 度

前 年 度

比　　較 △ 89

手
当
の
内
訳

区　　分

比　　較

給   与   費   明   細   書

１　総　　括

区　　　　分

職　員　数 給　　　与　　　費
法定福利費

法定福利費
引当金
繰入額

退職給付費 合　計

区　　　　分

職　員　数 給　　　与　　　費
法定福利費

法定福利費
引当金
繰入額

退職給付費

本 年 度

前 年 度

法定福利費
引当金
繰入額

退職給付費

合　計

本 年 度

前 年 度

比　　較

手
当
の
内
訳

区　　分

合　計
給　　　与　　　費

法定福利費

本 年 度

前 年 度

比　　較

職　員　数

手
当
の
内
訳

区　　分

区　　　　分

（人）

－ 11 －



２　給料及び手当の増減額の明細

増　減　額

（千円）

３　給料及び手当の状況

(1) 職員１人当たり給与

（円）

（円）

（歳）

（円）

（円）

（歳）

(2) 初任給

高校卒

大学卒

区　　　　　　分

手　当 △ 3,171

・昇給に伴うはねかえりに  　  157
　よる増分
・職員変動等による減分　  △3,328

△ 3,171

制度改正に伴う
増減分

区 分

令和３年１月１日現在

　平均給与月額

　平均給与月額

令和４年１月１日現在

　平均年齢

45歳６か月

一般行政職(円)

一 般 会 計 の 制 度

　平均給料月額

区 分

給　料

昇給に伴う増加分

その他の増減分

増 減 事 由 別 内 訳

（千円）

△ 12,508

△ 11,201

平均定期昇給率　0.74％

説　　　　明 備　　　　考

（円）

・職員変動等による減分

45歳11か月

　平均年齢

　平均給料月額

技能労務職(円)

企　業　職

その他の増減分

企　業　職

(3) 級別職員数

 (　　)内は、再任用短時間勤務職員で外書き

（級別の標準的な職務内容）

区　　　分

1

(-)

3

(-)

2

-

(-)

2

(-)

-

(-)

(-)

4

7

(-)

2

(-)

区　　　　　　　　分

令和３年１月１日現在

８　　　　級

計

３　　　　級

４　　　　級

令和４年１月１日現在

１　　　　級

２　　　　級

３　　　　級

４　　　　級

５　　　　級

７　　　　級

40

(2)

6

(-)

1

企  業  職
２級以上に格付けされ
ない職員の職務

３級以上に格付けされ
ない職員の職務

1

(-)

22

副 係 長

(-)

６　　　　級

５　　　　級

(-)

14

(-)

(1)

職員数（人） 構成比（％）

４　　　　級

計

2

(-)

３　　　　級

(1)

企　業　職  
級

１　　　　級

６　　　　級

２　　　　級

１　　　　級

６　　　　級

２　　　　級

７　　　　級

８　　　　級

課 長 代 理 課 長 次 長

理 事

局 長

５　　　　級 ７　　　　級

12

(2)

係 長

８　　　　級

－ 12 －



(3) 級別職員数

 (　　)内は、再任用短時間勤務職員で外書き

（級別の標準的な職務内容）

区　　　分

1

(-)

3

(-)

2

-

(-)

2

(-)

-

(-)

(-)

4

7

(-)

2

(-)

区　　　　　　　　分

令和３年１月１日現在

８　　　　級

計

３　　　　級

４　　　　級

令和４年１月１日現在

１　　　　級

２　　　　級

３　　　　級

４　　　　級

５　　　　級

７　　　　級

40

(2)

6

(-)

1

企  業  職
２級以上に格付けされ
ない職員の職務

３級以上に格付けされ
ない職員の職務

1

(-)

22

副 係 長

(-)

６　　　　級

５　　　　級

(-)

14

(-)

(1)

職員数（人） 構成比（％）

４　　　　級

計

2

(-)

３　　　　級

(1)

企　業　職  
級

１　　　　級

６　　　　級

２　　　　級

１　　　　級

６　　　　級

２　　　　級

７　　　　級

８　　　　級

課 長 代 理 課 長 次 長

理 事

局 長

５　　　　級 ７　　　　級

12

(2)

係 長

８　　　　級

－ 13 －



(4) 昇給

企　業　職  

職　　員　　数　　（Ａ） （人）

昇給に係る職員数　（Ｂ） （人）

１号給 （人）

２号給 （人）

３号給 （人）

４号給 （人）

６号給 （人）

８号給 （人）

比率 　（Ｂ）　/　（Ａ）　　　 （％）

職　　員　　数　　（Ａ） （人）

昇給に係る職員数　（Ｂ） （人）

１号給 （人）

２号給 （人）

３号給 （人）

４号給 （人）

６号給 （人）

８号給 （人）

比率　 （Ｂ）　/　（Ａ）　　　 （％）

本
　
　
　
年
　
　
　
度

区　　　　　　　　　　　　　　　分

号　給　数　別　内　訳

号　給　数　別　内　訳

前
　
　
　
年
　
　
　
度

－ 14 －



(5) 期末手当・勤勉手当

支給率計

６月（月分） 12月（月分） （月分）

（　　）内は、再任用職員の支給率である。

(6) 定年退職及び定年前早期退職に係る退職手当

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最高限度 その他の
（月分） （月分） （月分） （月分） 加算措置等

定　年

定年前
早期

同　上 同　上 同　上 同　上 同　上

(7) その他の手当

備 考

本　　年　　度 有

区　　　　分
　  職制上の段階、職務の
　  級等による加算措置

支 給 期 別 支 給 率

一般会計の制度
（支給率等）

扶　養　手　当

地　域　手　当

住　居　手　当

区        分

通　勤　手　当

一般会計の制度との異同

同  　じ

同  　じ

同    じ

同  　じ

区　　　　分

前　　年　　度 有

支給率等

備 考

一般会計の制度 有

定年前早期退職
特例措置
(2%～45%加算)

－ 15 －



千円 千円 千円 千円

令和
－

－

－

計 －

１資本的支出 １建設改良費

楠根配水場
低区配水ポ
ンプ更新工
事●●●●

企業債
 損益勘定
 留保資金
 等

年度

継 続 費 に 関

款 項 事業名

全  体  計  画

年割額

左 の 財 源 内 訳

国　庫
補助金
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千円 千円 千円 千円

令和
－

－

－

計 －

１資本的支出 １建設改良費

楠根配水場
低区配水ポ
ンプ更新工
事●●●●

企業債
 損益勘定
 留保資金
 等

年度

継 続 費 に 関

款 項 事業名

全  体  計  画

年割額

左 の 財 源 内 訳

国　庫
補助金

千円 千円 千円 千円 千円 ％

－ － － － －
逓次繰越
59,138千円

－ － －

－ － －

－ －

す る 調 書

備  考

 前々年度末
 までの支払
 義務発生額

 前年度末ま
 での支払義
 務発生（見
 込）額

 当該年度支
 払義務発生
 予定額

 当該年度末
 までの支払
 義務発生予
 定額

 翌年度以降
 の支払義務
 発生予定額

 継続費の総
 額に対する
 進捗率

－ 17 －



左の財源内訳

期    間 金 額 期    間 金 額 給水収益等

千円 千円 千円 千円

水道メーター検針・水道料金
等徴収業務委託
（平成30年度分）

平成30年度
～令和３年度

令和４年度

送配水施設等運転管理業務委
託
（平成30年度分）

平成30年度
～令和３年度

令和４年度

経年管更新事業
（太秦元町・秦町地区外４路
線）

令和３年度 令和４年度

水道メーター検針・水道料金
等徴収業務委託
（令和４年度分）

－ －
令和５年度

～令和９年度

送配水施設等運転管理業務委
託
（令和４年度分）

－ －
令和５年度

～令和９年度

旧取水施設撤去事業
（取水口）

－ － 令和５年度

経年管更新事業
（平池町地区外４路線）

－ －
令和４年度

～令和５年度

債務負担行為に関する調書

事        項 限 度 額

前 年 度 末 ま で の
支 払 義 務 発 生

見 込 ） 額

当 該 年 度 以 降 の
支 払 義 務 発 生
予 定 額

－ 18 －



左の財源内訳

期    間 金 額 期    間 金 額 給水収益等

千円 千円 千円 千円

水道メーター検針・水道料金
等徴収業務委託
（平成30年度分）

平成30年度
～令和３年度

令和４年度

送配水施設等運転管理業務委
託
（平成30年度分）

平成30年度
～令和３年度

令和４年度

経年管更新事業
（太秦元町・秦町地区外４路
線）

令和３年度 令和４年度

水道メーター検針・水道料金
等徴収業務委託
（令和４年度分）

－ －
令和５年度
～令和９年度

送配水施設等運転管理業務委
託
（令和４年度分）

－ －
令和５年度
～令和９年度

旧取水施設撤去事業
（取水口）

－ － 令和５年度

経年管更新事業
（平池町地区外４路線）

－ －
令和４年度
～令和５年度

債務負担行為に関する調書

事        項 限 度 額

前 年 度 末 ま で の
支 払 義 務 発 生

見 込 ） 額

当 該 年 度 以 降 の
支 払 義 務 発 生
予 定 額

議案

－ 19 －



１　営業収益

(1) 給水収益

(2) 受託工事収益

(3) その他営業収益

２　営業費用

(1) 原水及び浄水費

(2) 配水及び給水費

(3) 受託工事費

(4) 業務費

(5) 総係費

(6) 減価償却費

(7) 資産減耗費

　　営業利益

３　営業外収益

(1) 受取利息

(2) 加入金

(3) 長期前受金戻入

(4) 雑収益

４　営業外費用

(1) 支払利息

(2) 雑支出

　　経常利益

５　特別利益

(1) 固定資産売却益

６　特別損失

(1) 固定資産売却損

　　当年度純利益

　　前年度繰越利益剰余金

　　当年度未処分利益剰余金

(単位：千円)

令和３年度寝屋川市水道事業予定損益計算書（税抜き）

(令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）
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１　営業収益

(1) 給水収益

(2) 受託工事収益

(3) その他営業収益

２　営業費用

(1) 原水及び浄水費

(2) 配水及び給水費

(3) 受託工事費

(4) 業務費

(5) 総係費

(6) 減価償却費

(7) 資産減耗費

　　営業利益

３　営業外収益

(1) 受取利息

(2) 加入金

(3) 長期前受金戻入

(4) 雑収益

４　営業外費用

(1) 支払利息

(2) 雑支出

　　経常利益

５　特別利益

(1) 固定資産売却益

６　特別損失

(1) 固定資産売却損

　　当年度純利益

　　前年度繰越利益剰余金

　　当年度未処分利益剰余金

(単位：千円)

令和３年度寝屋川市水道事業予定損益計算書（税抜き）

(令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）

１　固定資産

(1) 有形固定資産

　イ  土地

　ロ  建物

　　  減価償却累計額 △ 1,270,409

　ハ  構築物

　　  減価償却累計額 △ 2,663,657

　ニ  導送配水管

　　  減価償却累計額 △ 11,647,021

　ホ  機械及び装置

　　  減価償却累計額 △ 5,247,076

　ヘ  工具器具備品

　　  減価償却累計額 △ 108,816

　ト  量水器

　　  減価償却累計額 △ 34,476

　チ  建設仮勘定

　　有形固定資産合計

(2) 無形固定資産

　イ  電話加入権

　  無形固定資産合計

　  固定資産合計

２　流動資産

(1) 現金預金

(2) 未収金

　  貸倒引当金 △ 2,025

(3) 短期貸付金

　  貸倒引当金

　　流動資産合計

　　資産合計

(単位：千円)

令和３年度寝屋川市水道事業予定貸借対照表（税抜き）

(令和４年３月31日現在）

資産の部
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３　固定負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 引当金

　イ  退職給付引当金

　ロ  修繕引当金

　　引当金合計

　  固定負債合計

４　流動負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 未払金

(3) 前受金

(4) 引当金

　イ  賞与引当金

　ロ  法定福利費引当金

  　引当金合計

(5) 預り金

　　流動負債合計

５　繰延収益

　　長期前受金

　　収益化累計額 △ 1,887,701

　　繰延収益合計

　　負債合計

６　資本金

７　剰余金

　(1) 資本剰余金

　イ  再評価積立金

　ロ  受贈財産評価額

　  資本剰余金合計

　(2) 利益剰余金

　イ  減債積立金

　ロ  建設改良積立金

　ハ  当年度未処分利益剰余金

　　繰越未処分利益剰余金

　  当年度純利益

 　 利益剰余金合計

 　 剰余金合計

 　 資本合計

　　負債資本合計

負債の部

資本の部
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３　固定負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 引当金

　イ  退職給付引当金

　ロ  修繕引当金

　　引当金合計

　  固定負債合計

４　流動負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 未払金

(3) 前受金

(4) 引当金

　イ  賞与引当金

　ロ  法定福利費引当金

  　引当金合計

(5) 預り金

　　流動負債合計

５　繰延収益

　　長期前受金

　　収益化累計額 △ 1,887,701

　　繰延収益合計

　　負債合計

６　資本金

７　剰余金

　(1) 資本剰余金

　イ  再評価積立金

　ロ  受贈財産評価額

　  資本剰余金合計

　(2) 利益剰余金

　イ  減債積立金

　ロ  建設改良積立金

　ハ  当年度未処分利益剰余金

　　繰越未処分利益剰余金

　  当年度純利益

 　 利益剰余金合計

 　 剰余金合計

 　 資本合計

　　負債資本合計

負債の部

資本の部

１　営業収益

(1) 給水収益

(2) 受託工事収益

(3) その他営業収益

２　営業費用

(1) 原水及び浄水費

(2) 配水及び給水費

(3) 受託工事費

(4) 業務費

(5) 総係費

(6) 減価償却費

(7) 資産減耗費

　　営業利益

３　営業外収益

(1) 受取利息

(2) 加入金

(3) 長期前受金戻入

(4) 雑収益

４　営業外費用

(1) 支払利息

(2) 雑支出 △ 13,190

　　経常利益

５　特別利益

(1) 固定資産売却益

６　特別損失

(1) 固定資産売却損

(2) その他特別損失 △ 130,057

７　予備費

(1) 予備費 △ 5,000

　　当年度純利益

　　前年度繰越利益剰余金

　　当年度未処分利益剰余金

(単位：千円)

令和４年度寝屋川市水道事業予定損益計算書（税抜き）

(令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）
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１　固定資産

(1) 有形固定資産

　イ  土地

　ロ  建物

　　  減価償却累計額 △ 1,302,724

　ハ  構築物

　　  減価償却累計額 △ 2,754,513

　ニ  導送配水管

　　  減価償却累計額 △ 12,045,771

　ホ  機械及び装置

　　  減価償却累計額 △ 5,295,433

　ヘ  工具器具備品

　　  減価償却累計額 △ 112,707

　ト  量水器

　　  減価償却累計額 △ 38,492

　チ  建設仮勘定

　　有形固定資産合計

(2) 無形固定資産

　イ  電話加入権

　  無形固定資産合計

　  固定資産合計

２　流動資産

(1) 現金預金

(2) 未収金

　  貸倒引当金 △ 3,099

(3) 短期貸付金

　  貸倒引当金

　　流動資産合計

　　資産合計

(単位：千円)

令和４年度寝屋川市水道事業予定貸借対照表（税抜き）

(令和５年３月31日現在）

資産の部
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１　固定資産

(1) 有形固定資産

　イ  土地

　ロ  建物

　　  減価償却累計額 △ 1,302,724

　ハ  構築物

　　  減価償却累計額 △ 2,754,513

　ニ  導送配水管

　　  減価償却累計額 △ 12,045,771

　ホ  機械及び装置

　　  減価償却累計額 △ 5,295,433

　ヘ  工具器具備品

　　  減価償却累計額 △ 112,707

　ト  量水器

　　  減価償却累計額 △ 38,492

　チ  建設仮勘定

　　有形固定資産合計

(2) 無形固定資産

　イ  電話加入権

　  無形固定資産合計

　  固定資産合計

２　流動資産

(1) 現金預金

(2) 未収金

　  貸倒引当金 △ 3,099

(3) 短期貸付金

　  貸倒引当金

　　流動資産合計

　　資産合計

(単位：千円)

令和４年度寝屋川市水道事業予定貸借対照表（税抜き）

(令和５年３月31日現在）

資産の部

３　固定負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 引当金

　イ  退職給付引当金

　ロ  修繕引当金

　　引当金合計

　  固定負債合計

４　流動負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 未払金

(3) 前受金

(4) 引当金

　イ  賞与引当金

　ロ  法定福利費引当金

  　引当金合計

(5) 預り金

　　流動負債合計

５　繰延収益

　　長期前受金

　　収益化累計額 △ 1,922,956

　　繰延収益合計

　　負債合計

６　資本金

７　剰余金

　(1) 資本剰余金

　イ  再評価積立金

　ロ  受贈財産評価額

　  資本剰余金合計

　(2) 利益剰余金

　イ  減債積立金

　ロ  建設改良積立金

　ハ  当年度未処分利益剰余金

　　繰越未処分利益剰余金

　  当年度純利益

 　 利益剰余金合計

 　 剰余金合計

 　 資本合計

　　負債資本合計

負債の部

資本の部
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注 記

Ⅰ 重要な会計方針

１ 固定資産の減価償却の方法

⑴ 有形固定資産

ア 減価償却の方法

定額法による。

イ 主な耐用年数

建物（建物附属設備を含む。）

施設用建物 ～ 年

構築物

受水池、配水池 年

弁類配管等 年

導送配水管

導送配水管 年

機械及び装置

ポンプ設備 年

電気設備 ～ 年

給水モニター 年

工具器具備品

事務用品 年

光学機器 ８年

２ 引当金の計上方法

⑴ 退職給付引当金

職員（水道事業会計に在籍したことのある一般会計等在籍職員を含

む。）の退職手当の支給に備えるため、当年度の退職手当の期末要支

給額に相当する金額のうち、一般会計等が負担すると見込まれる金額

を除き、水道事業会計が負担すると見込まれる金額を計上している。

なお、新会計基準適用時の計上不足額については、平成 年度か

ら職員の退職までの平均残余勤務年数（ 年）にわたり、均等額を費

用処理し、一般会計等との負担区分明確化に伴う水道事業会計の計上

不足額については、平成 年度から均等額を費用処理している。
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注 記

Ⅰ 重要な会計方針

１ 固定資産の減価償却の方法

⑴ 有形固定資産

ア 減価償却の方法

定額法による。

イ 主な耐用年数

建物（建物附属設備を含む。）

施設用建物 ～ 年

構築物

受水池、配水池 年

弁類配管等 年

導送配水管

導送配水管 年

機械及び装置

ポンプ設備 年

電気設備 ～ 年

給水モニター 年

工具器具備品

事務用品 年

光学機器 ８年

２ 引当金の計上方法

⑴ 退職給付引当金

職員（水道事業会計に在籍したことのある一般会計等在籍職員を含

む。）の退職手当の支給に備えるため、当年度の退職手当の期末要支

給額に相当する金額のうち、一般会計等が負担すると見込まれる金額

を除き、水道事業会計が負担すると見込まれる金額を計上している。

なお、新会計基準適用時の計上不足額については、平成 年度か

ら職員の退職までの平均残余勤務年数（ 年）にわたり、均等額を費

用処理し、一般会計等との負担区分明確化に伴う水道事業会計の計上

不足額については、平成 年度から均等額を費用処理している。

⑵ 賞与引当金及び法定福利費引当金

職員の期末・勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当年度末における支給（支払）見込額に基づき、当年度の

負担に属する額（ 月から３月までの４か月分）を計上している。

⑶ 貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、過去５年間の貸倒実績率

等に基づく回収不能見込額を計上している。

３ 減損損失に関する注記

当事業年度において、以下の資産グループについて減損の兆候を認識

した。

用途 種類 場所

遊休資産 土地 寝屋川市太秦中町 番２

遊休資産 土地 寝屋川市打上元町 番５外２筆

水道事業に使用している固定資産は、その全てが一体となってキャッ

シュ・フローを生成していることから、原則として全体を単一の資産グ

ループとしている。

また、遊休資産については個別資産ごとにグループ化している。

上記資産グループは、遊休資産であるため、減損の兆候を認識している

が、正味売却価額が帳簿価額を上回るため、減損損失は認識していない。

Ⅱ その他

１ 引当金の取崩し

⑴ 退職給付引当金の取崩し

令和４年度において、退職手当を支給するため、退職給付引当金

円を取り崩す。

⑵ 賞与引当金及び法定福利費引当金の取崩し

令和４年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る

法定福利費の支払のため、賞与引当金 円及び法定福利費

引当金 円を取り崩す。
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⑶ 貸倒引当金の取崩し

令和４年度において、債権の不納欠損処理を実施するため、貸倒引

当金 円を取り崩す。
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⑶ 貸倒引当金の取崩し

令和４年度において、債権の不納欠損処理を実施するため、貸倒引

当金 円を取り崩す。

 

参 考 資 料

 

 

 
凡 例 
説明欄の節区分等の内訳については、下記のとおり略している。 

負 担 金…負 報 酬…報酬 災 害 補 償 費…災 旅 費…旅

福 利 厚 生 費…福厚 職 員 研 修 費…職研 報 償 費…報償 被 服 費…被

備 消 品 費…備消 印 刷 製 本 費…印 燃 料 費…燃 修 繕 費…修

動 力 費…動力 光 熱 水 費…光 食 糧 費…食 通 信 運 搬 費…通運

手 数 料…手 保 険 料…保 交 通 費…交 委 託 料…委

賃 借 料…賃借 薬 品 費…薬 材 料 費…材 工 事 請 負 費…工

受 水 費…受 会 費 分 担 金…会 補 償 及 び 賠 償 費…補償 公 課 費…公課

調 査 研 究 費…調研 貸倒引当金繰入額…貸繰 有形固定資産減価償却費…有減 無形固定資産減価償却費…無減

固 定 資 産 除 却 費…除却 企 業 債 利 息…企利 一 時 借 入 金 利 息…一利 そ の 他 雑 支 出…そ雑

消費税及び地方消費税…消税 固 定 資 産 売 却 損…固損 施 設 整 備 費…施整 配 水 管 整 備 費…配整

配 水 管 布 設 費…管布 機 械 設 備 費…機械 構 築 物 築 造 費…構築 量 水 器 費…量水

工具器具備品購入費…工具 企 業 債 償 還 金…償還 
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千円 千円 千円

1 水道事業収益 △ 104,445

1 営業収益 △ 70,687

1 給水収益 △ 60,166

2 受託工事収益 △ 14,477

3 その他営業収益

2 営業外収益 △ 33,758

1 受取利息

2 加入金 △ 35,933

3 長期前受金戻入 △ 1,198

4 雑収益 △ 17

3 特別利益

1 固定資産売却益

予　算　明　細　書

[収益的収入]

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較
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千円 千円 千円

1 水道事業収益 △ 104,445

1 営業収益 △ 70,687

1 給水収益 △ 60,166

2 受託工事収益 △ 14,477

3 その他営業収益

2 営業外収益 △ 33,758

1 受取利息

2 加入金 △ 35,933

3 長期前受金戻入 △ 1,198

4 雑収益 △ 17

3 特別利益

1 固定資産売却益

予　算　明　細　書

[収益的収入]

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較
節 金  額

千円 千円

１　営業収益

　(1）水道料金

一 般 用 料 金 21,833,000㎥

特 定 施 設 用 料 金 972,000㎥

公 衆 浴 場 用 料 金 62,000㎥

臨 時 用 料 金 39,000㎥

家 事 共 用 料 金 18,000㎥

  (2）配水工事収益

1 給水工事収益 新 設 工 事 収 益 　(3）他会計負担金

2 配水工事収益 配 水 工 事 収 益 　  ア　消火栓維持管理負担金

　  イ　下水道使用料徴収事務負担金

竣 工 検 査 手 数 料 　  ウ　庁舎使用負担金

設 計 審 査 手 数 料 　  エ　耐震性貯水槽清掃負担金

そ の 他 手 数 料 　  オ　その他

消 火 栓 負 担 金 　(4）その他の収益

下水道事務取扱負担金

庁 舎 使 用 負 担 金

そ の 他 負 担 金

２　営業外収益

　(1）加入金

普 通 預 金 利 息   (2）長期前受金戻入

定 期 預 金 利 息 　(3）その他の収益

他 会 計 貸 付 金 利 息

1 加入金 加 入 金

1 長期前受金戻入 長 期 前 受 金 戻 入

1 その他雑収益 そ の 他 雑 収 益

３　特別利益

　(1）固定資産売却益

1 固定資産売却益 固 定 資 産 売 却 益

2 他会計負担金

1 受取利息

　  エ　臨時用

    オ　家事共用

1 手数料

説　  　　明
附　　記

千円

1 水道料金

    ア　一般用

　  イ　特定施設用

　  ウ　公衆浴場用

各 目 明 細
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千円 千円 千円

1 水道事業費

1 営業費用 △ 67,455

1 原水及び浄水費 △ 27,953

項 目

[収益的支出]

款 本 年 度 前 年 度 比 較

－ 32 －



千円 千円 千円

1 水道事業費

1 営業費用 △ 67,455

1 原水及び浄水費 △ 27,953

項 目

[収益的支出]

款 本 年 度 前 年 度 比 較
節 金  額

千円 千円 千円

１　営業費用

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 給料 給料

地域手当 １　水道施設の維持管理に要する経費

扶養手当 　(1）動力費

管理職手当 　　　  楠根配水場外８施設

住居手当 　(2）各種委託料

期末手当 　　　　送配水施設等運転管理業務

勤勉手当 　　　　香里浄水場機械警備業務

通勤手当 　　　　楠根配水場植木剪定

時間外勤務手当 　　　　楠根配水場外10施設除草作業

児童手当 　　　　楠根配水場外６施設消防設備点検 

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額 　　　　水道施設自家用電気工作物保安管理業務

共済組合負担金 　　　　中央監視装置設備保守点検

健康保険負担金 　　　　楠根配水場外３施設計装設備点検

介護保険料 　　　　打上配水池外２施設水位計点検

災害補償基金負担金 　　　　楠根配水場高区送水ポンプ用モータ点検（１号）

厚生年金負担金 　　　　楠根配水場高区送水ポンプ点検（３号）

雇用保険料 　　　　楠根配水場非常用発電機点検

労働災害保険料 　　　　楠根配水場CVCF点検

5 法定福利費引当金
　繰入額

法定福利費引当金
繰入額

　　　　高宮あさひ丘配水場直流電源装置点検

6 負担金 負担金 　　　　高宮あさひ丘配水場電磁流量計点検

7 旅費 旅費 　　　　配水池内清掃点検（打上配水池・明徳ポンプ場）

8 備消品費 備消品費 　　　　寝屋配水池受水調整弁駆動部点検

9 印刷製本費 印刷製本費 　　　　明徳ポンプ場新送水ポンプ用モータ点検（１号）

10 燃料費 燃料費 　　　　明徳ポンプ場新送水ポンプ点検（３号）

11 修繕費 修繕費 　　　　明徳ポンプ場外２施設テレメータ点検

12 動力費 動力費 　　　　成田東配水池加圧ポンプ点検（１号）

13 光熱水費 光熱水費 　　　　高宮あさひ丘配水場減圧弁点検

14 通信運搬費 通信運搬費 　(3）受水費

15 手数料 手数料 　　ア　企業団水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

16 委託料 委託料 　　イ　その他分水

17 薬品費 薬品費 　(4）その他

18 材料費 材料費 　　　　負　 9　旅　    40　備消　592　印　　　 10

19 受水費 受水費 　　　　燃　 4　修　16,292　光　  895　通運　3,723

　　　　手　21　薬 　  203　材　　 10　

２　水質管理体制の維持・向上に要する経費

　(1）各種委託料

　　　　ＧＣ－ＭＳ点検

　　　　産業廃棄物処分

　　　　作業環境測定

2 手当等

4 法定福利費

各 目 明 細
説  　　　明

附　　記

－ 33 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

2 配水及び給水費 △ 22,012

3 受託工事費 △ 11,168

－ 34 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

2 配水及び給水費 △ 22,012

3 受託工事費 △ 11,168

節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説  　　　明

附　　記

　(2）その他

　　　　備消　1,346　修　1,614　手　99　薬　923

〔人件費等〕

１　人件費等

　(1）一般職員（５人）

　(2）会計年度任用職員

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 給料 給料

地域手当 １　水道施設の維持管理に要する経費

扶養手当 　(1）各種委託料

管理職手当 　　　　水道修繕等業務

住居手当 　　　　管路管理システム保守

期末手当 　　　　漏水防止調査

勤勉手当 　　　　漏水防止調査に伴う修理

通勤手当 　　　　管路データ更新業務

時間外勤務手当 　　　　無線装置保守点検

児童手当 　　　　鉛管改修業務

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額 　(2）その他

共済組合負担金 　　　　負　    8　旅   　  15　備消　765　修　  81

災害補償基金負担金 　　　　通運　183　賃借　3,737　工　1,000

5 法定福利費引当金
　繰入額

法定福利費引当金
繰入額

6 負担金 負担金 〔人件費等〕

7 旅費 旅費

8 備消品費 備消品費 １　人件費等（一般職員６人）

9 修繕費 修繕費

10 通信運搬費 通信運搬費

11 委託料 委託料

12 賃借料 賃借料

13 工事請負費 工事請負費

〔災害から命を守るための施策〕

1 給料 給料

地域手当 １　水道管路の耐震化に要する経費

扶養手当 　(1）水道用設計積算CADシステム保守業務委託料

管理職手当 　(2）その他

期末手当 　　　　旅　5　備消　183　印　10　賃借　618

勤勉手当

通勤手当

時間外勤務手当 ２　緊急時の給水対策に要する経費

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額 　　　耐震性貯水槽清掃点検委託料

共済組合負担金

災害補償基金負担金

5 法定福利費引当金
　繰入額

法定福利費引当金
繰入額

2 手当等

4 法定福利費

4 法定福利費

2 手当等

－ 35 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

4 業務費

－ 36 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

4 業務費

節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説  　　　明

附　　記

6 旅費 旅費 〔衛生的で快適な生活の確保〕

7 備消品費 備消品費

8 印刷製本費 印刷製本費 １　水道施設の維持管理に要する経費

9 修繕費 修繕費 　(1）消火栓（修）

10 委託料 委託料 　(2）寝屋川流域下水道萱島直送幹線下水管渠築造工事に伴う　

11 賃借料 賃借料 　　　水道管移設工事

12 工事請負費 工事請負費 　(3）その他工事

〔人件費等〕

１　人件費（一般職員３人）

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 給料 給料

地域手当 １　水道料金等徴収業務に要する経費

扶養手当 　(1）口座振替受付サービスに係る負担金

管理職手当 　(2）印刷製本費

住居手当 　　ア　水道料金等納入通知書等電算帳票

期末手当 　　イ　使用水量お知らせ

勤勉手当 　　ウ　その他

通勤手当 　(3）量水器修理

時間外勤務手当 　(4）通信運搬費

児童手当 　　ア　水道料金等納入通知書発送

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額 　　イ　水道料金等督促状・催告書発送

共済組合負担金 　　ウ　口座振替関係通知

災害補償基金負担金 　　エ　その他

5 法定福利費引当金
　繰入額

法定福利費引当金
繰入額

　(5）各種委託料

6 負担金 負担金 　　　　水道メーター検針・水道料金等徴収業務

7 旅費 旅費 　　　　コンビニ収納業務

8 備消品費 備消品費 　　　　量水器取替業務

9 印刷製本費 印刷製本費 　　　　口座振替金融機関別分割統合事務

10 修繕費 修繕費 　　　　水道料金システム端末設定業務

11 通信運搬費 通信運搬費 　(6）賃借料

12 手数料 手数料 　　ア　水道料金システムリース

13 委託料 委託料 　　イ　その他

14 賃借料 賃借料 　(7）その他

　　　　旅　5　備消　1,268　手　4,325

〔人件費等〕

１　人件費等（一般職員９人）

2 手当等

4 法定福利費

－ 37 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

5 総係費 △ 16,450

－ 38 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

5 総係費 △ 16,450

節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説  　　　明

附　　記

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 給料 給料

地域手当 １　水道事業の経営基盤の安定に要する経費

扶養手当 　(1）各種負担金

管理職手当 　　ア　電算機使用負担金

住居手当 　　イ　耐震性貯水槽設置事業に伴う負担金

期末手当 　　ウ　高度浄水処理施設に伴う出資債負担金

勤勉手当 　　エ　水道管路の安全対策事業に伴う出資債負担金

通勤手当 　　オ　出納取扱金融機関業務負担金

管理職員特別勤務手当 　(2）各種委託料

時間外勤務手当 　　　　公営企業の経理事務支援

児童手当 　　　　財務会計システム保守等

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額 　(3）貸倒引当金繰入額

共済組合負担金 　(4）その他

健康保険負担金 　　　　災　  10　旅　  61　職研　  121　備消　 55　

介護保険料 　　　　印　 269　通運　31　賃借　2,585　補償　100

災害補償基金負担金 　      調研　10

厚生年金負担金

雇用保険料 ２　水道事業管理運営業務に要する経費

労働災害保険料 　(1）各種負担金

5 法定福利費引当金
　繰入額

法定福利費引当金
繰入額

　　ア　広報誌負担金

6 負担金 負担金 　　イ　人事給与システム使用負担金

7 退職給付費 退職給付費 　　ウ　パソコンシャットダウンシステム使用負担金

8 報酬 報酬 　　エ　その他負担金

9 災害補償費 災害補償費 　(2）各種委託料

10 旅費 旅費 　　　　職員定期健康診断業務

11 福利厚生費 福利厚生費 　　　　特定業務健康診断業務

12 職員研修費 職員研修費 　　　　情報機器作業職員健康診断業務

13 報償費 報償費 　　　　ストレスチェック

14 被服費 被服費 　　　　旧太秦配水池樹木剪定業務

15 備消品費 備消品費 　　　　庁舎管理業務

16 印刷製本費 印刷製本費 　　　　庁舎清掃業務

17 燃料費 燃料費 　　　　汚水槽・湧水槽清掃業務

18 修繕費 修繕費 　　　　エレベーター保守点検業務

19 光熱水費 光熱水費 　　　　自動ドア保守点検業務

20 食糧費 食糧費 　　　　消防設備保守点検業務

21 通信運搬費 通信運搬費 　　　　電力設備保守点検業務

22 手数料 手数料 　　　　ガスヒートポンプ保守点検業務

23 保険料 保険料 　　　　特定建築物定期報告業務

24 交通費 交通費 　(3）各種会費分担金

25 委託料 委託料 　　ア　日本水道協会

26 賃借料 賃借料 　　イ　日本水道協会関西地方支部

27 会費分担金 会費分担金 　　ウ　日本水道協会大阪府支部

28 補償及び賠償費 補償及び賠償費 　　エ　東部大阪水道協議会

29 公課費 公課費

4 法定福利費

2 手当等

－ 39 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

6 減価償却費

7 資産減耗費 △ 7,048

－ 40 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

6 減価償却費

7 資産減耗費 △ 7,048

節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説  　　　明

附　　記

30 調査研究費 調査研究費 　(4）庁舎維持管理

31 貸倒引当金繰入額 貸倒引当金繰入額 　　　　備消　1,119　修　5,760　光　7,672　保　377

　　　　賃借　　124

　(5）車両維持管理

　　  　備消　50　燃　　　706　修　240　手　6 

　　　　保　 199　賃借　3,900

　(6）その他 　

　　　　報酬　　780　旅　281　福厚  　256　職研　327

　    　報償　  110　被　 78　備消　1,145　食     10

　    　手　 　  31  保　610　交　　   10　賃借　445

　　　  公課　1,640

３　水道施設の維持管理に要する経費

      職研　183　手　1　公課　8

４　水質管理体制の維持・向上に要する経費（会）

５　水道料金等徴収業務に要する経費

　　　職研　56　手　1　会　30　公課　3

〔災害から命を守るための施策〕

１　水道管路の耐震化に要する経費（職研）

２　緊急時の給水対策に要する経費（保）

  　　災害時支援協力員制度

〔人件費等〕

１　人件費等

　(1）一般職員（９人）

　(2）再任用職員（１人）

　(3）会計年度任用職員

　(4）退職給付費

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 有形固定資産
　減価償却費

有形固定資産
減価償却費

１　水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　　　水道事業所有有形固定資産の減価償却費

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 固定資産除却費 資産減耗費

１　水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　　　水道事業所有固定資産の除却費

－ 41 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

2 営業外費用 △ 8,795

1 支払利息 △ 15,364

2 雑支出

3 消費税及び地方消費税

3 特別損失

1 固定資産売却損

2 その他特別損失

4 予備費

1 予備費

－ 42 －



千円 千円 千円

項 目款 本 年 度 前 年 度 比 較

2 営業外費用 △ 8,795

1 支払利息 △ 15,364

2 雑支出

3 消費税及び地方消費税

3 特別損失

1 固定資産売却損

2 その他特別損失

4 予備費

1 予備費

節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説  　　　明

附　　記

２　営業外費用

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 企業債利息 企業債利息

2 一時借入金利息 一時借入金利息 １　水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　(1）借入金に対する利息

　  ア　企業債利息（政府資金等）

　　イ　一時借入金利息

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 その他雑支出 その他雑支出

１　水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　(1）その他雑支出

　　ア　過年度加入金還付金

　　イ　過年度水道料金還付金

　　ウ　非課税売上等に対する資本的支出の

        消費税及び地方消費税

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 消費税及び
　地方消費税

消費税及び
地方消費税

１　水道事業の経営基盤の安定に要する経費

  　　消費税及び地方消費税

３　特別損失

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 固定資産売却損 固定資産売却損

１　水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　　　固定資産売却損

〔衛生的で快適な生活の確保〕

工事請負費

資産減耗費 １　水道施設の維持管理に要する経費

　(1）旧取水施設撤去事業（取水口）

　(2）水道事業所有固定資産の除却費

４　予備費

〔予備費〕

1 予備費 予備費

１　予備費

1 その他特別損失
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千円 千円 千円

1 資本的収入 △ 149,013

1 企業債 △ 151,300

1 企業債 △ 151,300

2 他会計出資金 △ 6,893

1 他会計出資金 △ 6,893

3 工事負担金 △ 152

1 工事負担金 △ 152

4 固定資産売却代金

1 固定資産売却代金

[資本的収入]

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較
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千円 千円 千円

1 資本的収入 △ 149,013

1 企業債 △ 151,300

1 企業債 △ 151,300

2 他会計出資金 △ 6,893

1 他会計出資金 △ 6,893

3 工事負担金 △ 152

1 工事負担金 △ 152

4 固定資産売却代金

1 固定資産売却代金

[資本的収入]

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較
節 金  額

千円 千円 千円

１　企業債

１　企業債

1 企業債 施設等整備事業債 　　　施設等整備事業債

２　他会計出資金

１　他会計出資金

1 他会計出資金 他会計出資金

３　工事負担金

１  工事負担金

1 工事負担金 工事負担金 　　　消火栓設置工事負担金

４　固定資産売却代金

１  固定資産売却代金

1 固定資産売却代金 固定資産売却代金

各 目 明 細
説　  　　明

附　　記
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千円 千円 千円

1 資本的支出 △ 139,474

1 建設改良費 △ 130,809

1 事務費

2 施設等整備費 △ 168,496

前 年 度 比 較

[資本的支出]

款 項 目 本 年 度

－ 46 －



千円 千円 千円

1 資本的支出 △ 139,474

1 建設改良費 △ 130,809

1 事務費

2 施設等整備費 △ 168,496

前 年 度 比 較

[資本的支出]

款 項 目 本 年 度
節 金  額

千円 千円 千円

１　建設改良費

〔災害から命を守るための施策〕

1 給料 給料

地域手当 １　水道管路の耐震化に要する経費

扶養手当 　　　旅　13　備消　19　印　10　

管理職手当

住居手当 〔衛生的で快適な生活の確保〕

期末手当

勤勉手当 １　水道施設の維持管理に要する経費

通勤手当 　(1）明徳ポンプ場送水ポンプ更新工事詳細設計委託料

時間外勤務手当 　(2）その他

児童手当 　　　旅　10　補償　100

共済組合負担金

災害補償基金負担金 〔人件費等〕

4 旅費 旅費

5 備消品費 備消品費 １　人件費等（一般職員７人）

6 印刷製本費 印刷製本費

7 委託料 委託料

8 補償及び賠償費 補償及び賠償費

〔災害から命を守るための施策〕

1 施設整備費 工事請負費

2 配水管整備費 工事請負費

　(1）経年管布設替工事（L=3,346.6m）

　　　　太秦元町・秦町地区配水管布設替工事

　　　　中木田町・木田元宮二丁目地区配水管布設替工事

　　　　葛原一丁目地区配水管布設替工事

　　　　葛原二丁目地区配水管布設替工事

　　　　黒原新町地区配水管布設替工事（その１）

　　　　黒原新町地区配水管布設替工事（その２）

　　　　出雲町・昭栄町地区配水管布設替工事

　　　　日之出町外２町地区配水管布設替工事

　　　　太秦高塚町地区配水管布設替工事

　　　　太秦中町地区配水管布設替工事

　　　　高宮二丁目地区配水管布設替工事

　　　　高宮あさひ丘地区配水管布設替工事

　　　　秦町地区配水管布設替工事

　　　　高柳四丁目・高柳六丁目地区配水管布設替工事

　(2）新設管布設工事（L=658.8m）

　　　　萱島信和町地区水管橋布設工事

　　　　萱島信和町地区配水管布設工事

　　　　都市計画道路対馬江大利線事業に伴う水道管布設工事（その１）

　　　　都市計画道路対馬江大利線事業に伴う水道管布設工事（その２）

１　水道管路の耐震化に要する経費（配整）

2 手当等

各 目 明 細
説　  　　明

附　　記

3 法定福利費
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千円 千円 千円

前 年 度 比 較款 項 目 本 年 度

3 配水設備費 △ 900

4 営業設備費

2 企業債償還金 △ 8,665

1 企業債償還金 △ 8,665

－ 48 －



千円 千円 千円

前 年 度 比 較款 項 目 本 年 度

3 配水設備費 △ 900

4 営業設備費

2 企業債償還金 △ 8,665

1 企業債償還金 △ 8,665

節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説　  　　明

附　　記

　　　　都市計画道路対馬江大利線事業に伴う水道管布設工事（その３）

〔衛生的で快適な生活の確保〕

〔災害から命を守るための施策〕

1 配水管布設費 工事請負費

１　水道管路の耐震化に要する経費

　(1）配水管布設工事

　　　　国道・府道・市道工事に伴う水道管移設工事

　　　　その他緊急工事

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 量水器費 量水器費

１　水道料金等徴収業務に要する経費

　　  量水器

２　企業債償還金

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 企業債償還金 企業債償還金

１　水道事業の経営基盤の安定に要する経費

  (1）企業債元金償還金

　　    政府資金等 建設改良事業資金（企業債）元金償還

１　水道施設の維持管理に要する経費（施整）

　　　楠根配水場低区配水ポンプ更新工事
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(1) 事業別及び借入先別明細書

償 還 済 額 未 償 還 額

第 ６ 期 拡 張 事 業 債

施 設 等 整 備 事 業 債

財 務 省

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構

―

― ―

令和４年度寝屋川市水道事業企業債状況

借　入　額

前 年 度 末

合計(Ｃ)＋(Ｄ)

既　 　借 　　入 　　額

(Ａ)

（

Ａ
）
の
事
業
別
内
訳

（

Ａ
）
の
借
入
先
別
内
訳

令和３年度借入予定額

(Ｂ)

小計(Ｃ)=(Ａ)＋(Ｂ)

令和４年度予算措置額

(Ｄ)
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(1) 事業別及び借入先別明細書

償 還 済 額 未 償 還 額

第 ６ 期 拡 張 事 業 債

施 設 等 整 備 事 業 債

財 務 省

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構

―

― ―

令和４年度寝屋川市水道事業企業債状況

借　入　額

前 年 度 末

合計(Ｃ)＋(Ｄ)

既　 　借 　　入 　　額

(Ａ)

（

Ａ
）
の
事
業
別
内
訳

（

Ａ
）
の
借
入
先
別
内
訳

令和３年度借入予定額

(Ｂ)

小計(Ｃ)=(Ａ)＋(Ｂ)

令和４年度予算措置額

(Ｄ)

（単位：円）

元　金 利　子 計 償 還 済 額 未 償 還 額

― ―

― ― ― ―

令和４年度寝屋川市水道事業企業債状況

令 和 ４ 年 度 償 還 額 当 該 年 度 末
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財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

財務省

平成
財務省

償 還 済 額 未 償 還 額

(2) 償還明細書

借入年度 借入先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

元 金 利 子

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業

計 償 還 済 額 未 償 還 額

（単位：円）

償　還　日
       令  和  ４  年  度  償  還  額 当 該 年 度 末

備　考

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業
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財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

財務省

平成
財務省

償 還 済 額 未 償 還 額

(2) 償還明細書

借入年度 借入先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

元 金 利 子

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業

計 償 還 済 額 未 償 還 額

（単位：円）

償　還　日
       令  和  ４  年  度  償  還  額 当 該 年 度 末

備　考

第６期拡張事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業
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償 還 済 額 未 償 還 額
借入年度 借入先

借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

元 金 利 子 計 償 還 済 額 未 償 還 額
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額 当 該 年 度 末
備　考

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業
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償 還 済 額 未 償 還 額
借入年度 借入先

借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

元 金 利 子 計 償 還 済 額 未 償 還 額
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額 当 該 年 度 末
備　考

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

第６期拡張事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業
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償 還 済 額 未 償 還 額
借入年度 借入先

借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

※既往債のうち、償却原価法を適用すべき企業債は無い。

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

合       計

令和
元

財務省

元 金 利 子 計 償 還 済 額 未 償 還 額
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額 当 該 年 度 末
備　考

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業
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償 還 済 額 未 償 還 額
借入年度 借入先

借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

※既往債のうち、償却原価法を適用すべき企業債は無い。

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

合       計

令和
元

財務省

元 金 利 子 計 償 還 済 額 未 償 還 額
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額 当 該 年 度 末
備　考

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業

施設等整備事業
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年利率

(％) 償 還 済 額 未 償 還 額

－

３
年

－ －

４
年

度
（

予
算
）

－ － － －

－ －合　計　(Ｃ)＋(Ｄ)

小計 (Ｃ)=(Ａ)＋(Ｂ)

小    計　（Ｂ）

小    計　（Ｄ）

財 　　務　 　省
又　　は

地 方 公 共 団 体
金   融   機   構

借 入
年 度

借入日及び
償還満期日

借 入 先

既　借　入　分　（Ａ）

借　入　額

度
（

予
定
）

財　　務　　省

前 年 度 末
償 還 日

－

－ － －

－

－

令
和

令
和
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年利率

(％) 償 還 済 額 未 償 還 額

－

３
年

－ －

４
年

度
（

予
算
）

－ － － －

－ －合　計　(Ｃ)＋(Ｄ)

小計 (Ｃ)=(Ａ)＋(Ｂ)

小    計　（Ｂ）

小    計　（Ｄ）

財 　　務　 　省
又　　は

地 方 公 共 団 体
金   融   機   構

借 入
年 度

借入日及び
償還満期日

借 入 先

既　借　入　分　（Ａ）

借　入　額

度
（

予
定
）

財　　務　　省

前 年 度 末
償 還 日

－

－ － －

－

－

令
和

令
和

（単位：円）

元　　金 利　　子 計 償 還 済 額 未 償 還 額
備　　考

当 該 年 度 末令　和 ４ 年 度 償 還 額

施 設 等 整 備 事 業

施 設 等 整 備 事 業

－ 59 －



－ 60 －



令 和 ４ 年 度

寝 屋 川 市 下 水 道 事 業 会 計



議案



議案
議案第 号

令和４年度寝屋川市下水道事業会計予算

（総 則）

第１条 令和４年度寝屋川市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

⑴ 整 備 済 面 積

⑵ 年 間 有 収 水 量 ｍ

⑶ １ 日 平 均 有 収 水 量 ｍ

⑷ 主 な 建 設 改 良 事 業

施 設 等 整 備 事 業 事業費 千円

流域下水道建設負担金 事業費 千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 下水道事業収益 千円

第１項 営 業 収 益 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円

第３項 特 別 利 益 千円

支 出

第１款 下 水 道 事 業 費 千円

第１項 営 業 費 用 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円

第３項 特 別 損 失 千円

第４項 予 備 費 千円
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（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額 千円は減債積立金 千円、消費税及び地方消費

税資本的収支調整額 千円、損益勘定留保資金 千円で補てんするもの

とする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 千円

第１項 企 業 債 千円

第２項 補 助 金 千円

第３項 他 会 計 出 資 金 千円

第４項 工 事 負 担 金 千円

第５項 固定資産売却代金 千円

第６項 その他資本的収入 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円

第３項 その他資本的支出 千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

水洗便所普及促進事業にもとづく金融機関に対

する損失補償

融資を受けた日か

ら償還完了日まで

千円

上記金額の範囲内で

損失を補償する。

－ 62 －



（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額 千円は減債積立金 千円、消費税及び地方消費

税資本的収支調整額 千円、損益勘定留保資金 千円で補てんするもの

とする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 千円

第１項 企 業 債 千円

第２項 補 助 金 千円

第３項 他 会 計 出 資 金 千円

第４項 工 事 負 担 金 千円

第５項 固定資産売却代金 千円

第６項 その他資本的収入 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円

第３項 その他資本的支出 千円

（債務負担行為）

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

水洗便所普及促進事業にもとづく金融機関に対

する損失補償

融資を受けた日か

ら償還完了日まで

千円

上記金額の範囲内で

損失を補償する。

（企業債）

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

公共下水道

事 業
千円

普通貸借（証

書借入）又は

証券発行の

方法により

政府その他

から起債す

る。

年

％

以 内

借入の日から 年以内（内据置５

年以内）に元利均等償還、元金均

等償還によって年賦又は半年賦償

還をする。ただし、借入先の融通

条件がある場合、その条件に従う

ことができる。また企業財政の都

合により償還期限及び据置期間を

短縮し、もしくは繰上償還又は低

利に借換えることができる。

流域下水道

事 業
千円 〃 〃 〃

資 本 費

平 準 化
千円 〃 〃 〃

合 計 千円

（一時借入金）

第７条 一時借入金の限度額は、 千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。

⑴ 営業外費用に計上した消費税及び地方消費税に係る予算額不足を生じた場合におけ

る同一款内での各項間の流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければなら

ない。

⑴ 職 員 給 与 費 千円
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令和４年２月 日 提出

寝屋川市長 広 瀬 慶 輔
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令和４年２月 日 提出

寝屋川市長 広 瀬 慶 輔

  

  

  

予 算 に 関 す る 説 明 書 
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予 定 額 備　　考

下 水 道
事 業 収 益

営 業 収 益

下 水 道 使 用 料 下水道使用料

雨 水 処 理 負 担 金
繰出基準に基づく一般会
計からの雨水処理負担金

そ の 他 営 業 収 益 指定工事店指定手数料等

営業外収益

受 取 利 息 預金等利息

他 会 計 負 担 金
繰出基準に基づく一般会
計からの負担金

補 助 金
不明水調査業務委託等に
伴う国庫補助金

長 期 前 受 金 戻 入 繰延収益の償却

雑 収 益 他市負担金等

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 固定資産売却に係る収益

目

　[収　入]

令和４年度寝屋川市下水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出

(単位：千円)

款 項
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予 定 額 備　　考

下 水 道
事 業 収 益

営 業 収 益

下 水 道 使 用 料 下水道使用料

雨 水 処 理 負 担 金
繰出基準に基づく一般会
計からの雨水処理負担金

そ の 他 営 業 収 益 指定工事店指定手数料等

営業外収益

受 取 利 息 預金等利息

他 会 計 負 担 金
繰出基準に基づく一般会
計からの負担金

補 助 金
不明水調査業務委託等に
伴う国庫補助金

長 期 前 受 金 戻 入 繰延収益の償却

雑 収 益 他市負担金等

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 固定資産売却に係る収益

目

　[収　入]

令和４年度寝屋川市下水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出

(単位：千円)

款 項 予 定 額 備　　考

下 水 道
事 業 費

営 業 費 用

管 渠 費
管渠の維持管理に要する
費用

ポ ン プ 場 費
ポンプ場の運転管理及び維
持管理に要する費用

流域下水道管理費
寝屋川北部流域下水道事業
に係る維持管理負担金

普 及 促 進 費
下水道の普及促進に要す
る費用

業 務 費
下水道使用料の調定収納
業務等に要する費用

総 係 費
事業活動の全般に関連す
る費用

減 価 償 却 費 固定資産減価償却費用

営業外費用

支 払 利 息
企業債及び一時借入金の
利息

雑 支 出
過年度下水道使用料還付
金等

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

消費税及び地方消費税

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 固定資産売却に係る損失

予 備 費

予 備 費 予備費

　[支　出]
(単位：千円)

款 項 目
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予 定 額 備　　考

資本的収入

企 業 債

企 業 債

公共下水道事業債、流
域下水道事業債、資本
費平準化債

補 助 金

補 助 金
高宮ポンプ場整備工事
委託等に伴う国庫補助
金

他 会 計 出 資 金

他 会 計 出 資 金
繰出基準に基づく一般
会計からの出資金

工 事 負 担 金

受 益 者 負 担 金 受益者負担金

固 定 資 産
売 却 代 金

固 定 資 産
売 却 代 金

固定資産売却代金

そ の 他
資 本 的 収 入

そ の 他
資 本 的 収 入

水洗便所改造資金融資
あっせん事業預託金戻
入

目

資本的収入及び支出

　[収　入]
(単位：千円)

款 項
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予 定 額 備　　考

資本的収入

企 業 債

企 業 債

公共下水道事業債、流
域下水道事業債、資本
費平準化債

補 助 金

補 助 金
高宮ポンプ場整備工事
委託等に伴う国庫補助
金

他 会 計 出 資 金

他 会 計 出 資 金
繰出基準に基づく一般
会計からの出資金

工 事 負 担 金

受 益 者 負 担 金 受益者負担金

固 定 資 産
売 却 代 金

固 定 資 産
売 却 代 金

固定資産売却代金

そ の 他
資 本 的 収 入

そ の 他
資 本 的 収 入

水洗便所改造資金融資
あっせん事業預託金戻
入

目

資本的収入及び支出

　[収　入]
(単位：千円)

款 項 予 定 額 備　　考

資本的支出

建 設 改 良 費

事 務 費
建設改良事業等に要す
る事務費

施 設 等 整 備 費 整備事業費

流 域 下 水 道
建 設 費

寝屋川北部流域下水道
事業に係る建設負担金

企 業 債 償 還 金

企 業 債 償 還 金 企業債元金償還金

そ の 他
資 本 的 支 出

そ の 他
資 本 的 支 出

水洗便所改造資金融資
あっせん事業預託金

　[支　出]
(単位：千円)

款 項 目
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(単位：千円)

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

　  　当年度純利益

　  　減価償却費

　 　 引当金の増減額（△は減少）

　　  貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 57

 　 　長期前受金戻入額 △ 736,581

 　 　受取利息 △ 84

 　 　支払利息

   　 未収金の増減額（△は増加）

      前払金の増減額（△は増加）

      未払金の増減額（△は減少）

　  　固定資産売却損益

　 　 その他流動負債の増減額

　　　小計

　　  利息の受領額

　　  利息の支払額 △ 533,000

　　　業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

　    有形固定資産の取得による支出 △ 339,632

　    有形固定資産の売却による収入

　　　無形固定資産の取得による支出 △ 481,072

　 　 国庫補助金等による収入

　　  預託金の預入による支出 △ 1,000

　  　預託金の戻入による収入

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 688,910

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　  建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

　　  建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 5,761,493

　　　一般会計からの出資による収入

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,015,145

　　資金増加額

　　資金期首残高

　　資金期末残高

令和４年度寝屋川市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）

(令和４年４月１日から令和５年３月31日まで)
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(単位：千円)

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

　  　当年度純利益

　  　減価償却費

　 　 引当金の増減額（△は減少）

　　  貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 57

 　 　長期前受金戻入額 △ 736,581

 　 　受取利息 △ 84

 　 　支払利息

   　 未収金の増減額（△は増加）

      前払金の増減額（△は増加）

      未払金の増減額（△は減少）

　  　固定資産売却損益

　 　 その他流動負債の増減額

　　　小計

　　  利息の受領額

　　  利息の支払額 △ 533,000

　　　業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

　    有形固定資産の取得による支出 △ 339,632

　    有形固定資産の売却による収入

　　　無形固定資産の取得による支出 △ 481,072

　 　 国庫補助金等による収入

　　  預託金の預入による支出 △ 1,000

　  　預託金の戻入による収入

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 688,910

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　  建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

　　  建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 5,761,493

　　　一般会計からの出資による収入

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,015,145

　　資金増加額

　　資金期首残高

　　資金期末残高

令和４年度寝屋川市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）

(令和４年４月１日から令和５年３月31日まで)

特別職 一般職 報酬 給料 手当
賞与引当金

繰入額
計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(0)△1 △ 5,893 △ 3,071 △ 271 △ 9,235 △ 2,247 △ 55 △ 1,336 △ 12,873

(　　)内は、短時間勤務職員（再任用職員、会計年度任用職員）で外書き

地域手当 扶養手当
管理職
手当

住居手当 期末手当 勤勉手当 通勤手当
管理職員特
別勤務手当

時間外
勤務手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本 年 度

前 年 度

比　　較 △ 651 △ 600 △ 867 △ 580 △ 375 △ 54

　ア　会計年度任用職員以外の職員

特別職 一般職 報酬 給料 手当
賞与引当金

繰入額
計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(0)△1 △ 4,832 △ 2,728 △ 271 △ 7,831 △ 1,808 △ 55 △ 1,336 △ 11,030

(　　)内は、短時間勤務職員（再任用職員）で外書き

地域手当 扶養手当
管理職
手当

住居手当 期末手当 勤勉手当 通勤手当
管理職員特
別勤務手当

時間外
勤務手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本 年 度

前 年 度

比　　較 △ 651 △ 600 △ 768 △ 580 △ 131 △ 54

　イ　会計年度任用職員

報酬 給料 手当
賞与引当金

繰入額
計

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

△ 1,061 △ 343 △ 1,404 △ 439 △ 1,843

(　　)内は、短時間勤務職員で外書き

期末手当 通勤手当

（千円） （千円）

本 年 度

前 年 度

比　　較 △ 99 △ 244

給   与   費   明   細   書

１　総　　括

区　　　　分

職　員　数 給　　　与　　　費
法定福利費

法定福利費
引当金
繰入額

退職給付費 合　計

合　計

本 年 度

前 年 度

比　　較

手
当
の
内
訳

区　　分

区　　　　分

法定福利費

職　員　数 給　　　与　　　費
法定福利費

法定福利費
引当金
繰入額

退職給付費

比　　較

退職給付費 合　計

本 年 度

前 年 度

比　　較

手
当
の
内
訳

区　　分

区　　　　分

給　　　与　　　費

手
当
の
内
訳

区　　分

法定福利費
引当金
繰入額

職　員　数

（人）

本 年 度

前 年 度
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２　給料及び手当の増減額の明細

増　減　額

（千円）

３　給料及び手当の状況

(1) 職員１人当たり給与

（円）

（円）

（歳）

（円）

（円）

（歳）

(2) 初任給

高校卒

大学卒

一般行政職(円)

一 般 会 計 の 制 度

企　業　職

その他の増減分

企　業　職

（円）

・昇給に伴うはねかえりに    36
　よる増分
・職員変動等による減分 △3,107

49歳０か月

増 減 事 由 別 内 訳

（千円）

△ 6,194

△ 5,893

△ 3,071

平均定期昇給率　0.74％

説　　　　明 備　　　　考

　平均給与月額

令和４年１月１日現在

　平均年齢

49歳１か月

区 分

給　料

昇給に伴う増加分

その他の増減分

区 分
技能労務職(円)

制度改正に伴う
増減分

令和３年１月１日現在

　平均給与月額

　平均年齢

　平均給料月額

・職員変動等による減分

　平均給料月額

区　　　　　　分

手　当 △ 3,071

(3) 級別職員数

 (　　)内は、再任用短時間勤務職員で外書き

（級別の標準的な職務内容）

区　　　分

局 長

５　　　　級 ７　　　　級

７　　　　級

８　　　　級

令和４年１月１日現在

係 長

８　　　　級

課 長 代 理 課 長 次 長

理 事

７　　　　級

１　　　　級

６　　　　級

２　　　　級

１　　　　級

６　　　　級

２　　　　級

級

１　　　　級

２　　　　級

３　　　　級

３　　　　級

副 係 長

職員数（人） 構成比（％）

企　業　職

企  業  職
２級以上に格付けされ
ない職員の職務

３級以上に格付けされ
ない職員の職務

４　　　　級

計

区　　　　　　　　分

令和３年１月１日現在

８　　　　級

計

３　　　　級

４　　　　級

６　　　　級

５　　　　級

４　　　　級

５　　　　級
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(3) 級別職員数

 (　　)内は、再任用短時間勤務職員で外書き

（級別の標準的な職務内容）

区　　　分

局 長

５　　　　級 ７　　　　級

７　　　　級

８　　　　級

令和４年１月１日現在

係 長

８　　　　級

課 長 代 理 課 長 次 長

理 事

７　　　　級

１　　　　級

６　　　　級

２　　　　級

１　　　　級

６　　　　級

２　　　　級

級

１　　　　級

２　　　　級

３　　　　級

３　　　　級

副 係 長

職員数（人） 構成比（％）

企　業　職

企  業  職
２級以上に格付けされ
ない職員の職務

３級以上に格付けされ
ない職員の職務

４　　　　級

計

区　　　　　　　　分

令和３年１月１日現在

８　　　　級

計

３　　　　級

４　　　　級

６　　　　級

５　　　　級

４　　　　級

５　　　　級
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(4) 昇給

　　企　業　職    

職　　員　　数　　（Ａ） （人）

昇給に係る職員数　（Ｂ） （人）

１号給 （人）

２号給 （人）

３号給 （人）

４号給 （人）

６号給 （人）

８号給 （人）

比率 　（Ｂ）　/　（Ａ）　　　 （％）

職　　員　　数　　（Ａ） （人）

昇給に係る職員数　（Ｂ） （人）

１号給 （人）

２号給 （人）

３号給 （人）

４号給 （人）

６号給 （人）

８号給 （人）

比率　 （Ｂ）　/　（Ａ）　　　 （％）

本
　
　
　
年
　
　
　
度

区　　　　　　　　　　　　　　　分

号　給　数　別　内　訳

号　給　数　別　内　訳

前
　
　
　
年
　
　
　
度
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(5) 期末手当・勤勉手当

支給率計

６月（月分） 12月（月分） （月分）

（　　）内は、再任用職員の支給率である。

(6) 定年退職及び定年前早期退職に係る退職手当

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最高限度 その他の
（月分） （月分） （月分） （月分） 加算措置等

定　年

定年前
早期

同　上 同　上 同　上 同　上 同　上

(7) その他の手当

区　　　　分

前　　年　　度 有

支給率等

備 考

一般会計の制度 有

定年前早期退職
特例措置
(2%～45%加算)

一般会計の制度
（支給率等）

扶　養　手　当

地　域　手　当

住　居　手　当

通　勤　手　当

一般会計の制度との異同

同  　じ

同  　じ

同    じ

同  　じ

区        分

備 考

本　　年　　度 有

区　　　　分
　  職制上の段階、職務の
　  級等による加算措置

支 給 期 別 支 給 率
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千円 千円 千円 千円

平成

令和
元

計

令和

計

１資本的支出

継 続 費 に 関

款 項 事業名

全  体  計  画

国　庫
補助金

 損益勘定
 留保資金
 等

年度

古川雨水幹
線整備事業
古川雨水幹
線バイパス
管工事●●

１建設改良費

高宮ポンプ
場整備事業

企業債
年割額

左 の 財 源 内 訳
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千円 千円 千円 千円

平成

令和
元

計

令和

計

１資本的支出

継 続 費 に 関

款 項 事業名

全  体  計  画

国　庫
補助金

 損益勘定
 留保資金
 等

年度

古川雨水幹
線整備事業
古川雨水幹
線バイパス
管工事●●

１建設改良費

高宮ポンプ
場整備事業

企業債
年割額

左 の 財 源 内 訳

千円 千円 千円 千円 千円 ％

－ － － － －
逓次繰越
58,000千円

－ －
逓次繰越
808,523千円

－ －
逓次繰越
1,169,456千円

－ －
逓次繰越
1,252,792千円

－ －
逓次繰越
1,449,227千円

－ －
逓次繰越
1,973,291千円

－ － －

－ － －

－ － － －

－ － －

－ － －

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－

 翌年度以降
 の支払義務
 発生予定額

す る 調 書

 当該年度末
 までの支払
 義務発生予
 定額

備  考

 前々年度末
 までの支払
 義務発生額

 前年度末ま
 での支払義
 務発生（見
 込）額

 当該年度支
 払義務発生
 予定額

 継続費の総
 額に対する
 進捗率
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左の財源内訳

期    間 金額 期    間 金額
下 水 道
使用料等

※損失補償については、限度額の範囲内で補償する。

水洗便所普及促進事業にもと
づく金融機関に対する損失補
償（令和４年度分）

－ － 償還完了日まで

債務負担行為に関する調書

当 該 年 度 以 降 の
支 払 義 務 発 生
予 定 額

前 年 度 末 ま で の
支 払 義 務 発 生

見 込 ） 額事        項 限 度 額

水洗便所普及促進事業にもと
づく金融機関に対する損失補
償（令和３年度分）

令和３年度 － 償還完了日まで
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左の財源内訳

期    間 金額 期    間 金額
下 水 道
使用料等

※損失補償については、限度額の範囲内で補償する。

水洗便所普及促進事業にもと
づく金融機関に対する損失補
償（令和４年度分）

－ － 償還完了日まで

債務負担行為に関する調書

当 該 年 度 以 降 の
支 払 義 務 発 生
予 定 額

前 年 度 末 ま で の
支 払 義 務 発 生

見 込 ） 額事        項 限 度 額

水洗便所普及促進事業にもと
づく金融機関に対する損失補
償（令和３年度分）

令和３年度 － 償還完了日まで

議案
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１　営業収益

(1) 下水道使用料

(2) 雨水処理負担金

(3) 受託工事収益

(4) その他営業収益

２　営業費用

(1) 管渠費

(2) ポンプ場費

(3) 流域下水道管理費

(4) 普及促進費

(5) 業務費

(6) 総係費

(7) 減価償却費

　　営業利益

３　営業外収益

(1) 受取利息

(2) 他会計負担金

(3) 長期前受金戻入

(4) 雑収益

４　営業外費用

(1) 支払利息

(2) 雑支出

　　経常利益

５　特別利益

(1) 固定資産売却益

６　特別損失

(1) 固定資産売却損

　　当年度純利益

　　前年度繰越利益剰余金

　　その他未処分利益剰余金変動額

　　当年度未処分利益剰余金

(単位：千円)

令和３年度寝屋川市下水道事業予定損益計算書（税抜き）

(令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）
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１　固定資産

(1) 有形固定資産

　イ  土地

　ロ  建物

　　  減価償却累計額 △ 34,586

　ハ  構築物

　　  減価償却累計額 △ 21,572,894

　ニ  機械及び装置

　　  減価償却累計額 △ 273,359

　ホ  工具器具備品

　　  減価償却累計額 △ 4,471

　ヘ  建設仮勘定

　　有形固定資産合計

(2) 無形固定資産

　イ  施設利用権

　ロ  電話加入権

　  無形固定資産合計

　  固定資産合計

２　流動資産

(1) 現金預金

(2) 未収金

　  貸倒引当金 △ 2,610

(3) 前払金

　　流動資産合計

　　資産合計

(単位：千円)

令和３年度寝屋川市下水道事業予定貸借対照表（税抜き）

(令和４年３月31日現在）

資産の部
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３　固定負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 引当金

　イ  退職給付引当金

　　引当金合計

　  固定負債合計

４　流動負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 未払金

(3) 前受金

(4) 引当金

　イ  賞与引当金

　ロ  法定福利費引当金

  　引当金合計

(5) 預り金

　　流動負債合計

５　繰延収益

　　長期前受金

　　収益化累計額 △ 6,470,738

　　繰延収益合計

　　負債合計

６　資本金

７　剰余金

　(1) 資本剰余金

　イ  受贈財産評価額

　ロ  国庫補助金

　  資本剰余金合計

　(2) 利益剰余金

　イ  減債積立金

　ロ  当年度未処分利益剰余金

　　繰越未処分利益剰余金

　　その他未処分利益剰余金

　  当年度純利益

 　 利益剰余金合計

 　 剰余金合計

 　 資本合計

　　負債資本合計

負債の部

資本の部
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３　固定負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 引当金

　イ  退職給付引当金

　　引当金合計

　  固定負債合計

４　流動負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 未払金

(3) 前受金

(4) 引当金

　イ  賞与引当金

　ロ  法定福利費引当金

  　引当金合計

(5) 預り金

　　流動負債合計

５　繰延収益

　　長期前受金

　　収益化累計額 △ 6,470,738

　　繰延収益合計

　　負債合計

６　資本金

７　剰余金

　(1) 資本剰余金

　イ  受贈財産評価額

　ロ  国庫補助金

　  資本剰余金合計

　(2) 利益剰余金

　イ  減債積立金

　ロ  当年度未処分利益剰余金

　　繰越未処分利益剰余金

　　その他未処分利益剰余金

　  当年度純利益

 　 利益剰余金合計

 　 剰余金合計

 　 資本合計

　　負債資本合計

負債の部

資本の部

１　営業収益

(1) 下水道使用料

(2) 雨水処理負担金

(3) その他営業収益

２　営業費用

(1) 管渠費

(2) ポンプ場費

(3) 流域下水道管理費

(4) 普及促進費

(5) 業務費

(6) 総係費

(7) 減価償却費

　　営業利益

３　営業外収益

(1) 受取利息

(2) 他会計負担金

(3) 補助金

(4) 長期前受金戻入

(5) 雑収益

４　営業外費用

(1) 支払利息

(2) 雑支出

　　経常利益

５　特別利益

(1) 固定資産売却益

６　特別損失

(1) 固定資産売却損 △ 5

７　予備費

(1) 予備費 △ 5,000

　　当年度純利益

　　前年度繰越利益剰余金

　　その他未処分利益剰余金変動額

　　当年度未処分利益剰余金

(単位：千円)

令和４年度寝屋川市下水道事業予定損益計算書（税抜き）

(令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）
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１　固定資産

(1) 有形固定資産

　イ  土地

　ロ  建物

　　  減価償却累計額 △ 38,721

　ハ  構築物

　　  減価償却累計額 △ 23,982,797

　ニ  機械及び装置

　　  減価償却累計額 △ 289,824

　ホ  工具器具備品

　　  減価償却累計額 △ 4,828

　ヘ  建設仮勘定

　　有形固定資産合計

(2) 無形固定資産

　イ  施設利用権

　ロ  電話加入権

　  無形固定資産合計

　  固定資産合計

２　流動資産

(1) 現金預金

(2) 未収金

　  貸倒引当金 △ 2,553

　　流動資産合計

　　資産合計

(単位：千円)

令和４年度寝屋川市下水道事業予定貸借対照表（税抜き）

(令和５年３月31日現在）

資産の部
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１　固定資産

(1) 有形固定資産

　イ  土地

　ロ  建物

　　  減価償却累計額 △ 38,721

　ハ  構築物

　　  減価償却累計額 △ 23,982,797

　ニ  機械及び装置

　　  減価償却累計額 △ 289,824

　ホ  工具器具備品

　　  減価償却累計額 △ 4,828

　ヘ  建設仮勘定

　　有形固定資産合計

(2) 無形固定資産

　イ  施設利用権

　ロ  電話加入権

　  無形固定資産合計

　  固定資産合計

２　流動資産

(1) 現金預金

(2) 未収金

　  貸倒引当金 △ 2,553

　　流動資産合計

　　資産合計

(単位：千円)

令和４年度寝屋川市下水道事業予定貸借対照表（税抜き）

(令和５年３月31日現在）

資産の部

３　固定負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 引当金

　イ  退職給付引当金

　　引当金合計

　  固定負債合計

４　流動負債

(1) 企業債

　イ  建設改良費等の財源に

　　  充てるための企業債

　  企業債合計

(2) 未払金

(3) 前受金

(4) 引当金

　イ  賞与引当金

　ロ  法定福利費引当金

  　引当金合計

(5) 預り金

　　流動負債合計

５　繰延収益

　　長期前受金

　　収益化累計額 △ 7,207,319

　　繰延収益合計

　　負債合計

６　資本金

７　剰余金

　(1) 資本剰余金

　イ  受贈財産評価額

　ロ  国庫補助金

　  資本剰余金合計

　(2) 利益剰余金

　イ  減債積立金

　ロ  当年度未処分利益剰余金

　　繰越未処分利益剰余金

　　その他未処分利益剰余金

　  当年度純利益

 　 利益剰余金合計

 　 剰余金合計

 　 資本合計

　　負債資本合計

負債の部

資本の部
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注 記

Ⅰ 重要な会計方針

１ 固定資産の減価償却の方法

⑴ 有形固定資産

ア 減価償却の方法

定額法による。

イ 主な耐用年数

建物（建物附属設備を含む。）

ポンプ場用建物 ～ 年

構築物

下水管渠、人孔及び桝 年

排水施設（ゲート設備） 年

機械及び装置

ポンプ設備 年

電気設備 ６～ 年

工具器具備品

パーソナルコンピュータ他 ４～５年

⑵ 無形固定資産

ア 減価償却の方法

定額法による。

イ 主な耐用年数

施設利用権

寝屋川北部流域下水道事業建設負担金 年

ソフトウェア ５年

２ 引当金の計上方法

⑴ 退職給付引当金

職員（下水道事業会計に在籍したことのある一般会計等在籍職員を

含む。）の退職手当の支給に備えるため、当年度の退職手当の期末要

支給額に相当する金額のうち、一般会計等が負担すると見込まれる金

額を除き、下水道事業会計が負担すると見込まれる金額を計上してい

る。
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注 記

Ⅰ 重要な会計方針

１ 固定資産の減価償却の方法

⑴ 有形固定資産

ア 減価償却の方法

定額法による。

イ 主な耐用年数

建物（建物附属設備を含む。）

ポンプ場用建物 ～ 年

構築物

下水管渠、人孔及び桝 年

排水施設（ゲート設備） 年

機械及び装置

ポンプ設備 年

電気設備 ６～ 年

工具器具備品

パーソナルコンピュータ他 ４～５年

⑵ 無形固定資産

ア 減価償却の方法

定額法による。

イ 主な耐用年数

施設利用権

寝屋川北部流域下水道事業建設負担金 年

ソフトウェア ５年

２ 引当金の計上方法

⑴ 退職給付引当金

職員（下水道事業会計に在籍したことのある一般会計等在籍職員を

含む。）の退職手当の支給に備えるため、当年度の退職手当の期末要

支給額に相当する金額のうち、一般会計等が負担すると見込まれる金

額を除き、下水道事業会計が負担すると見込まれる金額を計上してい

る。

⑵ 賞与引当金及び法定福利費引当金

職員の期末・勤勉手当の支給及びこれに係る法定福利費の支払に備

えるため、当年度末における支給（支払）見込額に基づき、当年度の

負担に属する額（ 月から３月までの４か月分）を計上している。

⑶ 貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、過去５年間の貸倒実績率

等に基づく回収不能見込額を計上している。

３ 減損損失に関する注記

該当事項なし

Ⅱ 予定貸借対照表等関連

１ 企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日

から起算して１年以内に償還予定のものも含む。）のうち、一般会計が

負担すると見込まれる額は、 千円である。

２ 損失補償債務

会計年度末においては現実の債務ではないが、将来、一定の条件を満

たすような事態が生じた場合に債務となるものは、次のとおりである。

事 項 損失補償限度額

水洗便所普及促進事業にもとづく金融

機関に対する損失補償（令和３年度分）
千円

水洗便所普及促進事業にもとづく金融

機関に対する損失補償（令和４年度分）
千円
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Ⅲ その他

１ 引当金の取崩し

⑴ 退職給付引当金の取崩し

令和４年度において、退職手当を支給するため、退職給付引当金

円を取り崩す。

⑵ 賞与引当金、法定福利費引当金の取崩し

令和４年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る

法定福利費の支払のため、賞与引当金 円及び法定福利費引

当金 円を取り崩す。

⑶ 貸倒引当金の取崩し

令和４年度において、債権の不納欠損処理を実施するため、貸倒引

当金 円を取り崩す。
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Ⅲ その他

１ 引当金の取崩し

⑴ 退職給付引当金の取崩し

令和４年度において、退職手当を支給するため、退職給付引当金

円を取り崩す。

⑵ 賞与引当金、法定福利費引当金の取崩し

令和４年度において、期末手当及び勤勉手当の支給及びこれに係る

法定福利費の支払のため、賞与引当金 円及び法定福利費引

当金 円を取り崩す。

⑶ 貸倒引当金の取崩し

令和４年度において、債権の不納欠損処理を実施するため、貸倒引

当金 円を取り崩す。

 

参 考 資 料

 

 

 
凡 例 
説明欄の節区分等の内訳については、下記のとおり略している。 

負 担 金…負 報 酬…報酬 災 害 補 償 費…災 旅 費…旅

福 利 厚 生 費…福厚 職 員 研 修 費…職研 報 償 費…報償 被 服 費…被

備 消 品 費…備消 印 刷 製 本 費…印 燃 料 費…燃 修 繕 費…修

動 力 費…動力 光 熱 水 費…光 食 糧 費…食 通 信 運 搬 費…通運

手 数 料…手 保 険 料…保 交 通 費…交 委 託 料…委

賃 借 料…賃借 材 料 費…材 工 事 請 負 費…工 会 費 分 担 金…会

補 償 及 び 賠 償 費…補償 補 助 交 付 金…補助 公 課 費…公課 調 査 研 究 費…調研

貸 倒引 当金繰 入 額…貸繰 有形固定資産減価償却費…有減 無形固定資産減価償却費…無減 固 定 資 産 除 却 費…除却

企 業 債 利 息…企利 一 時 借 入 金 利 息…一利 そ の 他 雑 支 出…そ雑 消費税及び地方消費税…消税

固 定 資 産 売 却 損…固損 管 渠 整 備 費…管整 ポ ン プ 場 整 備 費…ポ整 工具器具備品購入費…工具

流域下水道建設負担金…流建 企 業 債 償 還 金…償還 その他資本的支出…そ資
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千円 千円 千円

1 下水道事業収益 △ 119,913

1 営業収益 △ 130,201

1 下水道使用料 △ 69,517

2 雨水処理負担金 △ 46,145

3 その他営業収益

3 受託工事収益 △ 15,025

2 営業外収益

1 受取利息

2 他会計負担金 △ 8,166

3 補助金

4 長期前受金戻入

5 雑収益 △ 1,177

3 特別利益

1 固定資産売却益

予　算　明　細　書

[収益的収入]

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較
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節 金  額

千円 千円 千円

１　営業収益

　(1）下水道使用料

一 般 用 　　ア　一般用 22,944,000㎥

浴 場 用 　　イ　浴場用   　55,000㎥

　(2）雨水処理負担金

1 雨水処理負担金 雨 水 処 理 負 担 金 　(3) 手数料

督 促 手 数 料

1 手数料
指 定 工 事 店 指 定
手 数 料

そ の 他 手 数 料

２　営業外収益

　(1）他会計負担金

普 通 預 金 利 息 　(2）補助金

定 期 預 金 利 息 　　ア　不明水調査業務委託に伴う国庫補助金

預 託 金 利 息 　　イ　下水道総合地震対策計画策定業務委託に伴う

　　　　国庫補助金

1 他会計負担金 他 会 計 負 担 金 　　ウ　下水道管路点検調査業務委託に伴う国庫補助金

　(3）長期前受金戻入

1 国庫補助金 国 庫 補 助 金 　(4）その他の収益

1 長期前受金戻入 長 期 前 受 金 戻 入

1 他市負担金 他 市 負 担 金

2 その他雑収益 そ の 他 雑 収 益

３　特別利益

1 固定資産売却益 固 定 資 産 売 却 益 　(1）固定資産売却益

1 受取利息

1 下水道使用料

説　　　　明
附　　記

各 目 明 細
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千円 千円 千円

1 下水道事業費 △ 95,849

1 営業費用

1 管渠費

前 年 度 比 較

[収益的支出]

款 項 目 本 年 度
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節 金  額

千円 千円 千円

１　営業費用

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 給料 給料

地域手当 １　公共下水道（管路）維持管理等業務に要する経費

管理職手当   (1）各種委託料

期末手当 　　    下水道施設緊急復旧業務

勤勉手当 　      下水道施設清掃業務

通勤手当 　　    管渠清掃業務

時間外勤務手当 　　    マンホールポンプ清掃業務

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額 　　    下水道管理システム保守業務

共済組合負担金 　　    下水道管理システムデータ更新業務

健康保険負担金 　　    下水道施設点検業務

介護保険料 　　    不明水調査業務

災害補償基金負担金 　　    下水道台帳図ＨＰ掲載用データ作成業務

厚生年金負担金 　　    下水道総合地震対策計画策定業務

雇用保険料 　　　　下水道管路点検調査業務

労働災害保険料 　(2）材料費

5 法定福利費引当金
  繰入額

法定福利費引当金
繰入額

　(3）管渠管理工事

6 旅費 旅費 　(4）その他

7 備消品費 備消品費 　　　　旅　 　   8　備消　297　印　   25　修　4,285

8 印刷製本費 印刷製本費 　　　　動力　1,616　光　  115　通運　811　手　  104

9 修繕費 修繕費 　　　　賃借  　650

10 動力費 動力費

11 光熱水費 光熱水費 〔人件費等〕

12 通信運搬費 通信運搬費

13 手数料 手数料 １　人件費

14 委託料 委託料 　(1）再任用職員（２人）

15 賃借料 賃借料 　(2）会計年度任用職員

16 材料費 材料費

17 工事請負費 工事請負費

4 法定福利費

各 目 明 細

2 手当等

説　　　　明
附　　記
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千円 千円 千円

前 年 度 比 較款 項 目 本 年 度

2 ポンプ場費

3 流域下水道管理費 △ 5,812

－ 94 －



節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説　　　　明

附　　記

〔災害から命を守るための施策〕

1 給料 給料

地域手当 １　公共下水道（雨水対策事業）の推進に要する経費

扶養手当 　(1）各種委託料

管理職手当 　      南前川ポンプ場運転管理業務

住居手当 　      南前川ポンプ場電気設備保安管理業務

期末手当 　      大利ポンプ場点検整備業務

勤勉手当 　      高宮ポンプ場運転管理業務

通勤手当 　　　　高宮ポンプ場電気設備保安管理業務

時間外勤務手当 　　　　高宮ポンプ場天井クレーン年次点検業務

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額 　(2）その他

共済組合負担金 　　　　旅　  8　備消　673　修　3,914　動力　4,148

災害補償基金負担金 　　　　光　205　通運　154　手　　　8

5 法定福利費引当金
　繰入額

法定福利費引当金
繰入額

6 旅費 旅費 〔人件費等〕

7 備消品費 備消品費

8 修繕費 修繕費 １　人件費（一般職員３人）

9 動力費 動力費

10 光熱水費 光熱水費

11 通信運搬費 通信運搬費

12 手数料 手数料

13 委託料 委託料

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 負担金 負担金

１　流域下水道関連業務に要する経費

　　　寝屋川北部流域下水道事業維持管理負担金

2 手当等

4 法定福利費
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千円 千円 千円

前 年 度 比 較款 項 目 本 年 度

4 普及促進費 △ 1,705

5 業務費 △ 833
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節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説　　　　明

附　　記

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 給料 給料

地域手当 １　公共下水道への接続の推進に要する経費

扶養手当 　(1）水洗便所改造資金助成金（補助）

期末手当 　(2）水洗便所改造資金融資あっせん（補償）

勤勉手当 　(3）その他

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額 　　　　旅　4　備消　23　通運　22

共済組合負担金

災害補償基金負担金 〔人件費等〕

雇用保険料

5 法定福利費引当金
　繰入額

法定福利費引当金
繰入額

１　人件費

6 旅費 旅費 　(1）一般職員（１人）

7 備消品費 備消品費 　(2）再任用職員（１人）

8 通信運搬費 通信運搬費

9 補助交付金 補助交付金

10 補償及び賠償費 補償及び賠償費

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 給料 給料

地域手当 １　下水道使用料等徴収業務に要する経費

期末手当 　(1）下水道使用料徴収事務負担金

勤勉手当 　(2）その他

通勤手当 　　　　備消　22　通運　8

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額

共済組合負担金 〔人件費等〕

健康保険負担金

介護保険料 １　人件費

災害補償基金負担金 　(1）再任用職員（１人）

厚生年金負担金 　(2）会計年度任用職員

雇用保険料

労働災害保険料

5 法定福利費引当金
　繰入額

法定福利費引当金
繰入額

6 負担金 負担金

7 備消品費 備消品費

8 通信運搬費 通信運搬費

2 手当等

2 手当等

4 法定福利費

4 法定福利費
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千円 千円 千円

前 年 度 比 較款 項 目 本 年 度

6 総係費 △ 2,371
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節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説　　　　明

附　　記

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 給料 給料

地域手当 １　公共下水道（管路）維持管理等業務に要する経費

扶養手当 　　　旅　57　職研　319

管理職手当

期末手当 ２　下水道事業の経営基盤の安定に要する経費

勤勉手当 　(1）出納取扱金融機関業務（負）

通勤手当 　(2）各種委託料

管理職員特別勤務手当 　　　　公営企業の経理事務支援

時間外勤務手当 　　　　財務会計システム保守等

3 賞与引当金繰入額 賞与引当金繰入額 　(3）貸倒引当金繰入額

共済組合負担金 　(4）公営企業システム賃貸借（賃借）

災害補償基金負担金

5 法定福利費引当金
　繰入額

法定福利費引当金
繰入額

３　下水道事業管理運営業務に要する経費

6 負担金 負担金 　(1）各種負担金

7 退職給付費 退職給付費 　　ア　庁舎使用等負担金

8 報酬 報酬 　　イ　電算機使用負担金

9 災害補償費 災害補償費 　　ウ　広報誌負担金

10 旅費 旅費 　　オ　枚方市公共下水道への汚水流入に伴う負担金

11 福利厚生費 福利厚生費 　　カ　人事給与システム使用負担金

12 職員研修費 職員研修費 　　キ　パソコンシャットダウンシステム使用負担金

13 報償費 報償費 　　ク　その他負担金

14 被服費 被服費 　(2）各種委託料

15 備消品費 備消品費 　　    職員定期健康診断業務

16 印刷製本費 印刷製本費 　　    情報機器作業職員健康診断業務

17 燃料費 燃料費 　　    ストレスチェック

18 食糧費 食糧費 　　　　し尿に係る排水処理業務

19 通信運搬費 通信運搬費 　(3）各種会費分担金

20 保険料 保険料 　　ア　日本下水道協会

21 交通費 交通費 　　イ　大阪府下水道協会

22 委託料 委託料 　　ウ　大阪府下水道事業促進協議会

23 賃借料 賃借料 　(4）その他

24 会費分担金 会費分担金 　　　　報酬　150  災　　10　旅    446　福厚   53　

25 補償及び賠償費 補償及び賠償費 　　　　職研　 44  報償　55  被　   38　備消  166

26 貸倒引当金繰入額 貸倒引当金繰入額 　　　　印    238　燃　 155  食     10  通運　 15

　      保  　392  交通　10　賃借  517　補償  100　

〔人件費等〕

１　人件費

　(1）一般職員（１人）

　(2）退職給付費

4 法定福利費

2 手当等
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千円 千円 千円

前 年 度 比 較款 項 目 本 年 度

7 減価償却費

2 営業外費用 △ 107,308

1 支払利息 △ 116,909

2 雑支出 △ 57,010

3 消費税及び地方消費税

3 特別損失

1 固定資産売却損

4 予備費

1 予備費

－ 100 －



節 金  額

千円 千円 千円

各 目 明 細
説　　　　明

附　　記

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 有形固定資産
　減価償却費

有形固定資産
減価償却費

2 無形固定資産
　減価償却費

無形固定資産
減価償却費

１　下水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　(1）下水道事業所有有形固定資産の減価償却費

　(2）下水道事業所有無形固定資産の減価償却費

２　営業外費用

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 企業債利息 企業債利息

2 一時借入金利息 一時借入金利息 １　下水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　(1）企業債利息

　　ア　公共下水道事業

　　イ　流域下水道事業

　　ウ　資本費平準化

　(2）一時借入金利息

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 その他雑支出 その他雑支出

１　下水道使用料等徴収業務に要する経費

　　　過年度下水道使用料還付金

２　下水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　　　非課税売上等に対する資本的支出の消費税

　　　及び地方消費税

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 消費税及び
　地方消費税

消費税及び
地方消費税

１　下水道事業の経営基盤の安定に要する経費

  　　消費税及び地方消費税

３　特別損失

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 固定資産売却損 固定資産売却損

１　下水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　　　固定資産売却損

４　予備費

〔予備費〕

1 予備費 予備費

１　予備費

－ 101 －



千円 千円 千円

1 資本的収入 △ 993,546

1 企業債 △ 372,600

1 企業債 △ 372,600

2 補助金 △ 627,000

1 補助金 △ 627,000

3 他会計出資金

1 他会計出資金

4 工事負担金

1 受益者負担金

5 固定資産売却代金

1 固定資産売却代金

6 その他資本的収入

1 その他資本的収入

[資本的収入]

款 項 目 本 年 度 前 年 度 比 較
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節 金  額

千円 千円 千円

１　企業債

１　企業債

公共下水道事業債 　(1）公共下水道事業債

流域下水道事業債 　(2）流域下水道事業債

資本費平準化債 　(3）資本費平準化債

　(4）資本費平準化債（借換債）

２　補助金

１　補助金

1 国庫補助金 国庫補助金   (1）高宮ポンプ場整備工事委託に伴う国庫補助金

　(2）古川雨水幹線バイパス管工事委託に伴う

      国庫補助金

３　他会計出資金

１　他会計出資金

1 他会計出資金 他会計出資金

４　工事負担金

１　受益者負担金

1 受益者負担金 受益者負担金

５　固定資産売却代金

１　固定資産売却代金

1 固定資産売却代金 固定資産売却代金

６　その他資本的収入

１　その他資本的収入

1 その他資本的収入 その他資本的収入 　　  水洗便所改造資金融資あっせん事業預託金戻入

各 目 明 細
説　　　　明

附　　記

1 企業債
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千円 千円 千円

1 資本的支出 △ 911,151

1 建設改良費 △ 1,594,131

1 事務費 △ 2,267

2 施設等整備費 △ 1,396,115

比 較

[資本的支出]

款 項 目 本 年 度 前 年 度
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節 金  額

千円 千円 千円

１　建設改良費

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 給料 給料

地域手当 １　下水道使用料等徴収業務に要する経費（通運）

扶養手当

管理職手当 ２　公共下水道（管路）維持管理等業務に要する経費

期末手当 　　　旅　30　備消　90　賃借　653

勤勉手当

通勤手当 〔人件費等〕

時間外勤務手当

児童手当 １　人件費等（一般職員６人）

共済組合負担金

災害補償基金負担金

4 旅費 旅費

5 備消品費 備消品費

6 通信運搬費 通信運搬費

7 賃借料 賃借料

〔災害から命を守るための施策〕

負担金

委託料 １　公共下水道（雨水対策事業）の推進に要する経費

工事請負費   (1）補助事業

負担金 　　ア　高宮ポンプ場整備工事（ポ整）

委託料 　　イ　古川雨水幹線バイパス管工事（管整）

工事請負費 　(2）単独事業

　　ア　高宮ポンプ場整備分水人孔付帯工事（ポ整）

　　イ　高宮ポンプ場水道加入金等負担金（ポ整）

　　ウ　古川雨水幹線バイパス管工事に伴う関電柱

　　　　移設負担金（管整）

　　エ　古川雨水幹線バイパス管工事に伴うＮＴＴ架空線

　　　　移設負担金（管整）

〔衛生的で快適な生活の確保〕

１　公共下水道（管路）維持管理等業務に要する経費（管整

　　　都市計画道路対馬江大利線事業に伴う

　　　公共下水道管路布設工事

　　  汚水桝設置工事

　　  雑工事

1 管渠整備費

2 ポンプ場整備費

3 法定福利費

2 手当等

説　　　　明
附　　記

各 目 明 細

）
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千円 千円 千円

比 較款 項 目 本 年 度 前 年 度

3 流域下水道建設費 △ 195,749

2 企業債償還金

1 企業債償還金

3 その他資本的支出

1 その他資本的支出
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節 金  額

千円 千円 千円

説　　　　明
附　　記

各 目 明 細

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 流域下水道建設
　負担金

負担金

１　流域下水道関連業務に要する経費

　　　寝屋川北部流域下水道事業建設負担金

２　企業債償還金

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 企業債償還金 企業債償還金

１　下水道事業の経営基盤の安定に要する経費

　(1）企業債元金償還金

　　ア　公共下水道事業

　　イ　流域下水道事業

　　ウ　資本費平準化

３　その他資本的支出

〔衛生的で快適な生活の確保〕

1 その他資本的支出 その他資本的支出

１　公共下水道への接続の推進に要する経費

　　　水洗便所改造資金融資あっせん事業に伴う預託金
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(1) 事業別及び借入先別明細書

償 還 済 額 未 償 還 額

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

資 本 費 平 準 化 債

財 務 省

旧 日 本 郵 政 公 社

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構

大 阪 府

銀 行 等

市 町 村 振 興 協 会

―

― ―

借　入　額
前 年 度 末

令和４年度寝屋川市下水道事業企業債状況

合計(Ｃ)＋(Ｄ)

既　 　借 　　入 　　額

(Ａ)

（

Ａ
）
の
事
業
別
内
訳

（

Ａ
）
の
借
入
先
別
内
訳

令和３年度借入予定額

(Ｂ)

小計(Ｃ)＝(Ａ)＋(Ｂ)

令和４年度予算措置額

(Ｄ)
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(1) 事業別及び借入先別明細書

償 還 済 額 未 償 還 額

公 共 下 水 道 事 業 債

流 域 下 水 道 事 業 債

資 本 費 平 準 化 債

財 務 省

旧 日 本 郵 政 公 社

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構

大 阪 府

銀 行 等

市 町 村 振 興 協 会

―

― ―

借　入　額
前 年 度 末

令和４年度寝屋川市下水道事業企業債状況

合計(Ｃ)＋(Ｄ)

既　 　借 　　入 　　額

(Ａ)

（

Ａ
）
の
事
業
別
内
訳

（

Ａ
）
の
借
入
先
別
内
訳

令和３年度借入予定額

(Ｂ)

小計(Ｃ)＝(Ａ)＋(Ｂ)

令和４年度予算措置額

(Ｄ)

（単位：円）

元　　金 利　　子 計 償 還 済 額 未 償 還 額

― ―

当 該 年 度 末令 和 ４ 年 度 償 還 額

令和４年度寝屋川市下水道事業企業債状況
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(2) 償還明細書

借入年度 借　　入　　先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

償 還 済 額 未 償 還 額

財務省

平成
財務省

財務省

旧日本郵政公社

財務省

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

大阪府

財務省

地方公共団体金融機構

大阪府

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

大阪府

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

（単位：円）

元 金 利 子

当 該 年 度 末
備　　考

償 還 済 額 未 償 還 額計
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業
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(2) 償還明細書

借入年度 借　　入　　先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

償 還 済 額 未 償 還 額

財務省

平成
財務省

財務省

旧日本郵政公社

財務省

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

大阪府

財務省

地方公共団体金融機構

大阪府

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

大阪府

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

（単位：円）

元 金 利 子

当 該 年 度 末
備　　考

償 還 済 額 未 償 還 額計
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業
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借入年度 借　　入　　先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

償 還 済 額 未 償 還 額

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

（単位：円）

元 金 利 子

当 該 年 度 末
備　　考

償 還 済 額 未 償 還 額計
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業
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借入年度 借　　入　　先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

償 還 済 額 未 償 還 額

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

（単位：円）

元 金 利 子

当 該 年 度 末
備　　考

償 還 済 額 未 償 還 額計
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

－ 113 －



借入年度 借　　入　　先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

償 還 済 額 未 償 還 額

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

枚方信用金庫

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

近畿産業信用組合

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

旧日本郵政公社

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

旧日本郵政公社

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

市町村振興協会

市町村振興協会

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

枚方信用金庫

（単位：円）

元 金 利 子

当 該 年 度 末
備　　考

償 還 済 額 未 償 還 額計
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

資本費平準化

流域下水道事業

公共下水道事業

資本費平準化

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業
(借換債)

公共下水道事業
(借換債)

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

資本費平準化

－ 114 －



借入年度 借　　入　　先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

償 還 済 額 未 償 還 額

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

枚方信用金庫

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

近畿産業信用組合

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

旧日本郵政公社

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

旧日本郵政公社

財務省

財務省

地方公共団体金融機構

財務省

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

市町村振興協会

市町村振興協会

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

地方公共団体金融機構

枚方信用金庫

（単位：円）

元 金 利 子

当 該 年 度 末
備　　考

償 還 済 額 未 償 還 額計
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

資本費平準化

流域下水道事業

公共下水道事業

資本費平準化

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業
(借換債)

公共下水道事業
(借換債)

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

公共下水道事業

流域下水道事業

資本費平準化

－ 115 －



借入年度 借　　入　　先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

償 還 済 額 未 償 還 額

※　既往債のうち、償却原価法を適用すべき企業債は無い。

京都銀行

枚方信用金庫

京都銀行

京都銀行

財務省

南都銀行

京都銀行

財務省

枚方信用金庫

財務省

京都銀行

大阪シティ信用金庫

京都銀行

財務省

大阪シティ信用金庫

財務省

財務省

京都銀行

近畿産業信用組合

財務省

合       計

京都銀行

令和
元

京都銀行

元 南都銀行

元 財務省

元 財務省

（単位：円）

元 金 利 子

当 該 年 度 末
備　　考

償 還 済 額 未 償 還 額計
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額

資本費平準化
（借換債）

公共下水道事業

資本費平準化

流域下水道事業

公共下水道事業

資本費平準化
（借換債）

資本費平準化
（借換債）

資本費平準化

流域下水道事業

資本費平準化
（借換債）

公共下水道事業

資本費平準化

資本費平準化

資本費平準化

流域下水道事業

資本費平準化

公共下水道事業

流域下水道事業

資本費平準化
（借換債）

公共下水道事業

流域下水道事業

資本費平準化

資本費平準化
（借換債）

流域下水道事業

公共下水道事業

－ 116 －



借入年度 借　　入　　先
借入日及び
償還満期日

借 入 額
年利率
（％）

前 年 度 末

償 還 済 額 未 償 還 額

※　既往債のうち、償却原価法を適用すべき企業債は無い。

京都銀行

枚方信用金庫

京都銀行

京都銀行

財務省

南都銀行

京都銀行

財務省

枚方信用金庫

財務省

京都銀行

大阪シティ信用金庫

京都銀行

財務省

大阪シティ信用金庫

財務省

財務省

京都銀行

近畿産業信用組合

財務省

合       計

京都銀行

令和
元

京都銀行

元 南都銀行

元 財務省

元 財務省

（単位：円）

元 金 利 子

当 該 年 度 末
備　　考

償 還 済 額 未 償 還 額計
償　還　日

       令  和  ４  年  度  償  還  額

資本費平準化
（借換債）

公共下水道事業

資本費平準化

流域下水道事業

公共下水道事業

資本費平準化
（借換債）

資本費平準化
（借換債）

資本費平準化

流域下水道事業

資本費平準化
（借換債）

公共下水道事業

資本費平準化

資本費平準化

資本費平準化

流域下水道事業

資本費平準化

公共下水道事業

流域下水道事業

資本費平準化
（借換債）

公共下水道事業

流域下水道事業

資本費平準化

資本費平準化
（借換債）

流域下水道事業

公共下水道事業

－ 117 －



年利率

(％) 償 還 済 額 未 償 還 額

－

３

年
度

－ －

４

年
度

－ －

財 　　務　 　省
又　　は

地 方 公 共 団 体
金   融   機   構

－ －

銀 　　行　 　等

－

銀 行 等

－ －

財 務 省

借 入 先

既　借　入　分　（Ａ）

令
和

合　計　(Ｃ)＋(Ｄ)

小計 (Ｃ)=(Ａ)＋(Ｂ)

    小    計    (Ｂ)

（

予
定
）

前 年 度 末
借入
年度

借入日及び
償還満期日

償 還 日借　入　額

－

－ －

－ － －

令
和

（

予
算
）

    小    計    (Ｄ) － －

－ 118 －



年利率

(％) 償 還 済 額 未 償 還 額

－

３

年
度

－ －

４

年
度

－ －

財 　　務　 　省
又　　は

地 方 公 共 団 体
金   融   機   構

－ －

銀 　　行　 　等

－

銀 行 等

－ －

財 務 省

借 入 先

既　借　入　分　（Ａ）

令
和

合　計　(Ｃ)＋(Ｄ)

小計 (Ｃ)=(Ａ)＋(Ｂ)

    小    計    (Ｂ)

（

予
定
）

前 年 度 末
借入
年度

借入日及び
償還満期日

償 還 日借　入　額

－

－ －

－ － －

令
和

（

予
算
）

    小    計    (Ｄ) － －

（単位：円）

元　　金 利　　子 計 償 還 済 額 未 償 還 額

資 本 費 平 準 化

公 共 下 水 道 事 業
流 域 下 水 道 事 業

備　　考

公 共 下 水 道 事 業
流 域 下 水 道 事 業

当 該 年 度 末令　和 ４ 年 度 償 還 額

資 本 費 平 準 化

－ 119 －



－ 120 －



この予算書は180部作成し、作成費用は186,120円です。


